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第 I章調査概要

第 I章調査概要

第 l節調査の経緯

御殿川は、三島扇状地末端部の富士山からの伏流水を湧出する菰池を起源とし、三島市街地を南流し、

大場川へと合流する流程約 6凶の河川である。

御殿川が合流する大場川、及び大場川が下って合流する狩野川下流部は、河床勾配が緩やかであり、

その背水影響とともに、御殿川自体、流路途中に多くの蛇行部を持ち、短時間の急激な降雨に対して、

排水処理能力が追い付かない結果、市内流域に湛水・浸水被害をもたらして来た。

静岡県は、昭和45年より、排水能力の向上と流域面積確保を目的とした御殿川蛇行部の直進化及び護

岸整備工事事業を断続的に進めてきた。同時に工事計画箇所にある埋蔵文化財包蔵地の発掘調査の必要

が生じたため、静岡県沼津土木事務所、静岡県教育委員会、王島市教育委員会(平成 2年以降、財団法

人静岡県埋蔵文化財調査研究所)の間で協議のもと、昭和49年、中島(城内)遺跡調査を晴矢とし、大

場川合流部より御殿川を遡る方向で、昭和55年、中島地区分布調査、昭和56年、中島B遺跡下舞台地点

発掘調査、昭和57年、鶴喰・八反田・中地区分布調査 昭和61年、中島B遺跡上舞台地点発掘調査(以

上、三島市教育委員会)、平成 2・3年、中島西原田・八反田前田・梅名大曲田遺跡発掘調査、平成 6

年、鶴喰前田遺跡発掘調査、平成 7・8年、鶴喰広田・中手乱遺跡発掘調査(以上、財団法人静岡県埋

蔵文化財調査研究所)が実施されてきた。

この上流部にあたる三島市二日町地先の蛇行帯の直進工事予定地にて、平成10年 1月、財団法人静岡

県埋蔵文化財調査研究所が実施した確認調査の結果、試掘坑中より弥生時代後期から中近世各時期に渡

る遺物包含層と、当該期の遺構が検出されたため、全面的な発掘調査が必要と判断され、平成10年10月

より本調査が開始された。

青木原遺跡

且』

グ・，
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第 2節調査の経過

第 2節調査の経過

平成10年 2月より 3月まで、未買収用地部分を除く工事対象地内において、 10基の試掘坑 (2x 2 m 

テストピット)を南北方向へほぼ等間隔に設定し、人力掘削を行い、確認調査を実施した。結果、北部

では、!日河道の土層堆積、中南部の一部では、竪穴遺構とみられる基盤層に対する上層の落込みが確認

され、 9基の試掘坑から、弥生時代後期から中近世に比定される土器の出土があり、ほぼ全面的に当該

各時期の遺跡の広がりが予想された。

この結果を受け、同年10月より、本調査を行うこととなり、同月初から現地準備工を進め、同月中旬

から北部調査区(1区)で人力掘削を開始した。 12月上旬に入り、その南側調査区 (2A区)にも調査

が及ぶようになったが、この時点で工事対象地に未買収用地が残っており、翌平成11年 1月、全調査対

象の北部分(1・2A区)、旧河道部と河岸徴高地上の一部範囲に相当する963rrfについてのみ調査を終

了させた。

この調査時に出土した木製品の実測及び保存処理作業は、平成16年12月から17年 3月に行った。

平成10年度中に調査が及ばなかった対象地の中・南部 (2B・3区)1679rrfについては、平成17年に

調査を再開した。

9月より現地設営のための準備、手配、諸手続きを行い、 11月から現地で搬入路の造成、整地、プレ

ハブ設営、備品・機材の搬入、フェンスの設置などの準備工を進め、同月中旬より重機を用いて表土除

去、下旬より人力による包含層掘削を 3区で開始した。これに並行し、同月末には、測量基準杭の設置

を行った。

12月から、遺構の検出作業が始まり、範囲把握のための試掘溝(トレンチ)掘削を実施した。翌日年

1月中旬より、 2B区でもトレンチ掘削を開始し、 3月まで、包含層掘削と古代以降に比定される土坑

群の検出、掘削、実測、写真撮影作業を進めた。 4月より 3区の古墳時代後期~古代に比定される住居

群、 6月より、弥生時代後期~古墳時代前期に比定される方形周溝墓の掘削、実測、写真撮影作業を進

めた。検出された遺構配置状況を記録するため、 3月末と 5月末にラジコンヘリコプタ一、 6月末には、

高所作業車を用いた空中写真撮影を行い、全現地調査は、終了した。

平成18年 7月上旬、一部安全フェンスの撤去と現場養生作業を実施した。

一部現地調査に並行して、平成18年 6月より報告書刊行に向け、資料整理を開始し、平成19年 1月ま

で行った。

第 3節調査の方法

現地調査にあたり、測量基準点は、改正前の日本測地系四系に基づいて設置し、 10m間隔で、グリッド

を設定し、南北方向は、北から順にアラビア数字を用い、東西方向は、東からアルファベッドを用いた。

遺構図は、遺り方測量法を用い、縮尺率 1/20を基本とし、必要に応じて縮尺率 1/10で作成した。

また、一部図面については、光波測定器(トータルステイション)によって記録された 3次元データを

元にコンビューター上で作図した。

遺物の取り上げ方法については、地区・遺構別に出土層位毎の一括取り上げ、遺物検出状況図の作成、

トータルステイションによる出土位置記録測定を状況により選択・併用した。

写真撮影は、現地調査では、 6x 7判モノクロとカラーリバーサルフィルム、 35mm判モノクロ、カラー

ネガ、カラーリバーサルフィルムを使用し、資料整理では、遺物の撮影に 4x 5判カラーリバーサルフィ

ルム、 6x 7判モノクロとカラーリバーサルフィルムを使用した。

2 
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第E章遺跡の位置と環境

第 2節歴史的環境

三島扇状地の南部から田方平野北部にかけての狩野川及びその支流々域、さらに周辺の丘陵縁辺部、

台地では、低地部の陸化に伴って、この地を生産域として進出して来た人々により営まれた弥生時代中

期以降の遺跡群が展開している。

今回の青木原遺跡の調査では、弥生時代後期~古墳時代前期の方形周溝墓と古墳時代後期~奈良・平

安時代の集落跡が検出されているが、周辺の当該期の主な遺跡とその内容は、以下のとおりである。

御殿川流域に立地する弥生時代後期~古墳時代前期に比定される遺跡は、青木原遺跡より上流では、

およそ0.3km北側に、集落遺構として住居跡16軒、掘立柱建物跡 2棟、溝跡、生産遺構として水田畦畔

遺構が検出された西大久保遺跡がある。約0.5km南側、下流西岸に位寵する青木B遺跡では、古墳時代

初頭の方形周溝墓が 3慕ほか、溝、土坑が検出されている。約0.9"""1.2km南東側の下流の蛇行帯内の!日

河道部に位置する鶴喰前田・鶴喰広田・中手乱・八反畑前田・中島西原田遺跡では、当該期の遺物の出

土をみている。さらに下り、約1.5km南東側に位置する中島B遺跡上舞台地点では、弥生時代の住居跡 2

軒、方形周溝墓 6基、古墳時代の住居跡18軒が検出されている。

以下、図中に含まれていないが、南南西約2.5km先、御殿川合流後の大場川西岸 境川東岸閣の微高

地には、畦畔跡と土坑が検出された長伏上塩辛由遺跡、西~南西方約2.5kmの柿田川流域部では、瀬戸

JlI .岩暗屋敷跡・堂庭大亀・矢崎遺跡といった集落跡が立地している。

さらに平野の東縁、大場川東岸~箱根西麓部を傭献すると、青木原遺跡より北東約1.8km先には、住

居跡 2軒が検出された谷田天台遺跡があり、約 1km東方の夏目木川 来光川間に延びる源平山丘陵上に

立地する遺跡群では、源平山遺跡で 1基、猪追面遺跡で 4基、茶臼山遺跡で 3基の古墳時代初頭に比定

される方形周溝墓が検出されている。また、南東側約 4kmにある、来光川 柿沢川聞の台地~丘陵末端

部にかけては、伊豆逓信病院内・仲道・寺尾原・鍛冶ヶ久保・大土肥境B・向原遺跡などが集中する。

扶桑略記によると、 680(天武 9)年、駿河国の内、田方・賀茂 2郡を分離し、伊豆国が設置された

とされる。古墳時代後期~奈良・平安時代の青木原遺跡周辺の遺跡立地に関係深いと考えられる伊豆国

庁の位置は、特定されていないが、現三島市街中心部には、国庁の周辺部に建立されていたとみられる

古代寺院跡の比定地(国分寺・国分尼寺z六ノ乗遺跡・塔ヶ森廃寺・市ヶ原廃寺)が集中している。ま

た、官街関連では、塔ヶ森廃寺が近接する三島大社境内遺跡で大型の掘立柱建物の一部が検出されてい

るほか、御殿川上流一大場川間に立地する上才塚遺跡で、璃噛製石帯が出土し、掘立柱建物 3軒ととも

にこれを取り囲む柱穴・溝・道状遺構が検出されている。また、これらの遺跡を含め、芝本町遺跡、三

島代官所遺跡でも布目瓦が出土している。このほか、大場川東岸、夏目木地区の丘陵斜面部に当たる道

下遺跡は、白鳳期の瓦窯跡であり、御殿川 大場J11合流部手前に位置し、奈良・平安時代の住居跡44軒、

掘立柱建物跡 7軒が検出された中島B遺跡上舞台地点、は、田方郡街の候補に挙げられている。また、図

中に含まれていないが、ここより約 1km下流にあたる大場川西岸には、旧河道より大量の墨書人面土器、

木製祭記具が出土した箱根田遺跡、がある。

その他、奈良・平安時代の集落は、河川合流箇所の前後の微高地に多く見つかっている。御殿川流域

では、その下流域で、古壇~平安時代の住居跡が35軒検出された金沢遺跡、奈良・平安時代の住居跡12

軒が検出された中島B遺跡下舞台地点が分布し、大場川流域では、住居跡4軒が検出された御園川遺跡、

同じく住居跡12軒が検出された壱町田遺跡のほか、図中に含まれていないが、下流部西岸に、奈良・平

安時代の住居跡26軒・井戸 2基が検出された間宮川向遺跡があり、境川下流部東岸では、平安時代の住

居跡24軒が検出された長伏六反田遺跡、同住居跡 5軒・掘立柱建物 3軒が検出された桶田遺跡などがあ

る。

5 



第 2節康史的環境

第 4図周辺遺跡分布図

1青木原遺跡 11茶臼山遺跡 21中手乱遺跡

2伊豆国分寺跡 12御園川遺跡 22中島西原因遺跡

3芝本町遺跡 13壱町田遺跡 23中島B遺跡上舞台地点

4:=:島大社"塔ヶ森廃寺 14道下遺跡 24中島B遺跡下舞台地点

5六ノ乗遺跡(国分尼寺比定地) 15 :=:島代宮所跡 25桶田遺跡

6市ヶ原廃寺 16西大久保遺跡

7上才塚遺跡 17青木B遺跡

8谷回天台遺跡 18金沢遺跡

9源平山遺跡 19鶴喰前回遺跡

10猪追面遺跡 20鶴喰広田遺跡

6 
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第 3節丞本土層

l扇淡黄色土層粘性無し。 織り有り。

2腐 黄梅色二J二層 給性同ーり。締り有り。

3暦 日月灰~青灰色二i二層 粘性無し。締り有り 0

4層黒色工層粘l全無しo i:':iWり有り。

5 J青 青灰色土屋 治十字無 L0 ポり有Uo
6 扇褐色土j言粘性無し。 ~W* り有り。

7馬 陪灰色土居粘出戒し。締り有り。灰色シ 1レト塊が混じる 0

8層黄灰色土層油性有り。締り有り。

9扇 情灰色土屋 粘tg二有り。 締り有り。少去の筏lOmm以下の隊を含

む。

10層 青 灰 色 土層粘性殺しo 帝り育り c

11層 暗灰~暗青灰色土屋 粘十三無し。締り有り。径5~~lOmm程度の
筏3λこ 品 十1"，ι 口 U o

12層 黒色土層 粘性無し。締り有り。多重量の径5，.'...-lOmfl1程度のを
^ ， 
言む。

13層 培灰色土居可 山占性有り。締り育り。径1かnlTI程度の際を含む。

14層 陪灰色士層粘性有り。締り有り。黒色細砂ラミナが発達する。

15層暗灰色士辰治性無し。締り宿り。

16層 階 灰 色 i二扇粘性紫し。締り有り。

17層 階灰色二十属 中占性無し。締りノ占り。青灰色シjレトラミナが発達

君。。

18暦黒色主)言粘与無し。織り有り。

19iヨ 灰色土層 粘性無し。締り有り。黄瀬川!扇状地土佐積物。通称マサ0

20展褐色土層粘性無し。締り有り。黄瀬川環状地l~~穣物。通称マ

サ。 2~ 3区基本土層 5層にi七定。
21層貢褐色土居粘性無し。 締り有り。径20，.___，30mm程度。コ磯を含む。

22層黒色土層粘性無し。締り有り。

23層黒褐色土居活性無し。締り有り。

24層淡灰色土居粘性無し。 締り有り。径20~30mm程度のE殺を含む。

25層黒褐~黒色土層粘性無し。締り有り。

2 0 は、 t田耕作のため、ある ム2:1:レ、

26層 賞灰色土居 fi:性無し。締り有り。少震の1~20m1l1程度のi践を含む0

27l冨 黄褐色土居 粘性総し。り有り。少量の径J.Omm干皇度の艇を含む0

28麿 暗褐色土居 紅一位無し。締り宵り。日計易色粘が混じる。

29層 階褐~黒灰色二七層 粘性無し。締り脊り。多量の径5----10mElf~

度のE撃を含む0

30層 黒色土層 粘性無しo 寄り平ぎり。多量の径10""'--30Il1i1l程度の礁を

含む。

31宗一 黒色三二層 粘 i生無し。締り有り。多量の径1O~^2仇吋毛皮のi 見を

含む。

32)言誤色ニi二!富 粘性無し。締りり。径D""lOmm程度の礁を含む。

33層 r皆灰色士層 1活性無し。締り干寄り。暗褐包粘土~)b)S混じる。

34濡灰色土層粘性無し。締り有り。

35層黒色土屋粕性無し。締り存り。径10、2Umm程度の礁を含む0

36層黄褐包二仁!習粘性~l~~ し。締り有り。

37庭 ZZ:褐色十層 粘性無し。~帝り有り。多量の径10 ，._， 20mm程度の際

を含む。

38層黒色土居~!~性無し。締り有り。

39層褐灰色土扇粘性有り。締り有り 0

40属支褐色士一層粘性1);¥し。締り有り。

41層賀福'¥3土居粘性無し。符fり有り。多量の径20'-30mm程度の際

を含む。褐灰色粘土塊が混じる。

421言黒色土層お性無し。締り有り c 多量の筏1O~20mm程度の際を

合む。

43属 黒色土層 粘性無し。前年?り有り。多量の径20'-"'50mm程度の際を

含む。褐灰色粘土塊が混じる。

4'1層黒色土属事~i性無し。 締り有り。径5mm程度の際を含む。

45扇 黒色二上扇 粘性無し。締り有り。多量の径20~5Cmm程度の員長を
イ会トナ、
己 'LJ0 

46層 E計呂~黒色j二層 粘性無し。約り有り。拳大の際を含む。

けており、 2区の北部で 1れ

の町、とみら る畝状の掘込み ど 表土下の JvD ，P 。シ jレト層

色調及 により 2 ある 出土し

とも ら近世に

主事 6悶 2 j 区 土[話国

2也 3区土騨

g 

1馬 表土居。最近まで耕作されていた畑土で、弥生時代以降の造物を包蔵する。

2 }蚕 褐色ゴ:属 粘性無し。締り無し。径己~'"-'30mm程度のを含んだ砂。シノレヘ層で弥生時代以降の法物を包蔵する。

3 I言 黒褐，~I怪褐色土居 粘性無し。締り~~\，、。多売の筏日'----301!lTli程度の際を会;んだ砂∞シノレト j冨Tで弥生時代以降の遺物

を包蔵昔る。弥生時代以降の選絡を埋めている覆土と'i:i:Rl:~立、近似している。
4層 ;自色土着 粘性吉正し。減少り弱い。径5~"lO程度の磁を主体とし、一部マサ( 5居中日当)塊が混じる砂綴)言。今回の

調査では、この土層ェ耐を法橋確認商lこ設定している。

5庖 渇包土層 :1，占性無し。締り強い。 uz基本土層20罵に相当する。特長的な黄瀬川l扇状地泥侃堆積物であり、土居の

粒径;立、細かくシノレド質でj~質な:豆自民を形成している。 般にマサ(真砂)と通称され、本遺跡ではもブ 3 ック状

に切出されたものが、古代{主居の釜構築材として利用されている。

は、上下層



第亙章発見された道橋と遺物

;遺物〕 j重構発見さ第困主主

i 
漬物i日河道の

iJ t '~o 

b 

盛土直下、

3 

え
にニー

り出し

し九る。¥，iず

り、横断面形正方形の尖端

た杭を用いている。各々の杭の頭部は、

と時五日は、

L
可

C

』

1ザで¥"よ
」 λV

から 3グリ:;F北部に位

り疎らな箇所があり、

される。

置する。

その北側の杭列の方向は、およそ

tJ ，，~ 

不明である。

流水量の変化に伴う一時的な

応した護岸施設の一部と

1号杭

F-l ~'i、リッド

E、
τ?ゥて之
上~ ，句、およそ

1-?二
白、に

南側の杭列の方向は、

近接する現御殿川流路の

-¥vV古ま=N

に配置され東西どちら

ていたか

し、

3号杭列

F-2グリッド北西部

Eである。

2 ，~ 3 

こ位置し、方向

-E;であり、

Ilj慌路の方向軸ともほ

この 2

リッドF-3 

およそN

る

の垂直方向の

にある。

と32 

およそ 8fn.でミ、

9 

1 : 200 1曲目
h三函五五五忌瓦E宝石面面迂云五玉音函司五盃~面白E五五五E示~"，j

理E援問号杭~ílj1区第 7図

のも

マ由t、;Z、{
、ーも 巴〆リ

る。元l立、

のものが使用さ

ていたものとみら

の
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第 l節 旧河道と遺構と造物

2 !日河道出土の遺物

11三で検出された旧同 らは、弥生時代から

きな蛇行があり、そ してし¥t;こと

しやすい箇所として、 <;) 0 

る年代のものが出土していることから、

る。出土物には、近世に比定される

Lノ

ザVラ いわゆ

内面、複合口縁の外面、頚 F位から

キザミまたは、ハケ工具 げ (31@3

のそチーフ

縦(立の突帯が貼付けさ

・33D 40・があり 、

り出す (30⑬ 33~ 43~'， 45 0 。

の{噴きや

32⑩ 33 .⑪ 38の口

38也 47!こは、円形の粘土粒が貼付けられている。

さ は、ミガキ調整される場合がほとんどである 53の

ハケ調整されている。

54は、小型壷である。外面は、底面も含め、丁寧にミガキ調整がされている。 55は、小型壷また

培の底部である。丸底で、中央部にわずかな円形の凹みを削り出している。

56'~76は、台付警である。器面調整は、を除き、外面ハケ調整され、個体により、

真使用方向に若干の違いがある。口縁内面は、いずれもハケ調整で共通するものの、胴内面について

ヘラケズリt)，58~64入ハケ働問〉調整に2別ぢれる。 76 は、 S字口縁査の

77 '~d83 ~土、高時である。 77は、外但iトヘ、聞く折り返し口縁を持つO 口縁部にキザミ、

ハケ工呉を用いた疑仰(羽状〉縄文が施文されている。郡上位外面i立、斜位のハケ、

位外面は、縦位のミガキ行われた後、斜{立のハケ調整、脚下位内外面は、横位のナ

ミガニト、脚上中位内面には、斜位のハケ調撃がなされる。

78'~80は、杯部のみの残存である。 78 u 79の口縁同、夕、側に

ている。 78~士、 位に屈曲部を持つ。いずれも内外国ともに

みの残存である。 81.の外商は、 ともに内面ヘラ

、J

り、 81の天井中央部に 回転によって、円

にハケ工具を

縦位の

ーてし、る。

と同一で、 口

あり、櫛描きの波状

88・89

臨櫨切り

12 

ある。 96 、1，
c る

している。

、底面の

いる。 の高

の の口



第血章発見された遺構と造物
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。 1，4 10cm ¥上ぷ
第11図 1区i日河道出土遺物(土器 1) 

14 



し0
γ-4 

j王型事

/下、ζ:~'，- き【.~ 宅¥ /一一ヘ 〈ミ¥ ぷ/一二二J:t3
i烈控
~~ 
勺「マム

抗}

眼
r占

制
司

ミ怯

∞ 
回

ét~ 

(
刊
捻
以
川
〉
町
挙
制
相
川
相
迫
摺
門
限
豆
凶

国
刊
一
川
崎



主主 1節 l日河道と道信と造物
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。0 1 16

命。 117

ヒユ 112 

口 118 

¥
 。

¥
 

同
州
川

mv

m川
州
ゆ

-0-119 -0-120 

第14図 1区旧河道出土遺物(瓦・土製品・金属製品・石製品・骨角製品〉

ロ
工二2:s. 113 

ら頭部である。 97~99は、中世に中国から輸入された青磁製品である。 97は、稜花皿の口縁部で、内面

側で口縁と体部に櫛描きの沈線文が認められる。 98は、鏑蓮弁文碗の口縁部である。 99は、端反無文碗

の口縁から高台部であり、高台内面にも柚薬が塗布されている。 100~102は、瀬戸系の陶器であるo 100 

は、古瀬戸後E期に比定される、内外面に灰紬が掛った、口唇部が受け口状になる播鉢型小鉢の口縁部

である。内面に櫛目が斜位に施されている。 101・102は、卸皿の底部である。 103は、天目碗の底部で

ある。 104・105は、大窯 l期に比定される播鉢の口縁部と底部で、 105の櫛自の単位は、 15本である。 106・

107は、瓦質の火鉢または、香炉の一部で、型押しによる連続する円文、 5つの菱形を組んだ花形文が

施されている。

亡コ 114 

(2) 瓦・土製品・金属器・石器・骨角器(第14図 図版19)

田方平野北部の狩野川支流域の遺跡で古代に比定される瓦が包含層中より出土することは、少なくな

い。御殿川の上流域は、伊豆国府推定地に近接しており、国庁周辺に建っていた寺院(青木原遺跡と同

じ大場川西岸ー御殿川東岸聞の徴高地に立地する古代寺院に市ヶ原廃寺、塔ヶ森廃寺が挙げられる)で

使用されていたものが、流されて来たと考えられる。

出土している瓦の胎土は、焼成による色調差があるものの、いずれも軽石粒を多く含んでいる。 108・

109は、軒丸瓦の一部である。 108の瓦当文様は、二重圏文縁の蓮華文である。 109は、瓦当部を失って

おり、凸面には、へラケズリ、凹面には、ナデ調整がなされている。 110~114は、平瓦の一部である。

1 ，4 10cm 

17 



第 l節 旧河道と遺構と遺物

表面の流磨の著し ~)113を除いて出面に布目の残存が観察される。凸面の調整は、 110がナデ、 111 は、

磨滅により不明、 112--114は、格子目状の叩きが施されている。

115は、紡錘形をした陶質の土錘である。径 3mmの丸棒の周囲に粘土を撫で、付け成形したものである。

116・117は、中世渡来銭である。 116は、皇宋通賓(初鋳1038年)、 117は、元豊通賓(初鋳1078年)

で、ともに銭銘は、筆書体である。

118は、凝灰岩を素材とした砥石である。周囲4面が均一に使用され、断面形は、方形を呈す。

動物遺体は、馬歯、大型晴乳類の脚骨をはじめ、少なからず出土しているが、加工痕跡が明らかで図

示可能な骨角器は、 2点のみであった。いずれも鹿角を素材にしているが、具体的な器種及び帰属年代

は、不明である。 119は、第 1または、第 2枝分岐部から第 2または、第 3枝の分岐部までの角幹を素

材としている。上位の枝の基部を削り出して尖端部を作り、角坐側の端部には、細かい調整を加える。

120は、周囲を面取りし、全体を径15mm程度の断面形正多角形の棒状に仕上げている。

(3) 木製品(第15~18図図版20~23)

旧河道内の覆土は、二次堆積が頻繁であり、同一層位出土の遺物間で年代観が必ずしも共有され得な

いことは、先述したが、本遺跡の木製品については、便宜上、帰属年代が知られている特長的な器種を

除き、(同一土層かっ)出土地点が近しい土器類がある場合、その年代に準拠し、それ以外は、中近世

の遺物として報告する。

なお、以下に図示可能であった資料60点について、その内容を記載するが、これらを含む61点分の木

製品素材と第 l節で示した遺構(杭列)を構成する34点分の杭素材の樹種組成については、 92頁からの

付編を参照されたい。

121 --134・146は、容器であり、 121以外は、中近世に比定される。

121は、弥生時代後期から古墳時代前期に比定される片口である。体部の平面形は、隅丸方形に近い長

円形で、注口の突出に至る括れは、比較的発達している。後部突起、短脚の痕跡は、確認されなかった。

122・123は、箱の側板、 124は、底板である。各々、材の側縁に木釘が残る。 125は、角を落とした方

形で有孔の板、 126は、内外表面に黒漆が塗布された板で、箱材の可能性が高い。 127は、曲物の側板で

綴部を樺皮で留めている。 128・129は、曲物の底板である。 130は、桶の底板で、失われた側板・底板

との繋ぎのための木釘が残る。 131--133は、いずれも 8cm大の円板で、柄杓の蓋または、底板と考えら

れる。 146は、柄杓の柄である。 134は、木栓である。

135--145は、食事具である。 135--141は、中近世に比定される漆器椀で、いずれも内外面に漆が塗布

されている。 142--144は、長さ25cm前後、幅1cm前後を測る箸であり、実用的な食事具というよりも古

代から中世にかけての祭杷具であると考えられる。 145は、横杓子の口の部分に相当し、表面には、漆

が塗布されている。中近世に比定される。

147--150は、中近世に比定される装身具(下駄)である。 147--149は、連歯下駄、 150は、草履下駄

である。 147は、平面形長方形で、歯が低く、前後 3箇所の壷以外に腫部の縁の左右・中央にも孔が聞

けられている。 148--150は、平面形隅丸長方形を呈す。

151 --171・175--179は、弥生時代後期~古墳時代前期、 172--174は、中近世に比定される建築材また

は、土木材である。

151 --153は、柱材である。 154・156--159・168は、角棒状、 155は、丸太状の部材である。 160--162 

は、端部をT字形に形作った部材で、残存する161・162の反対側の端部は、鋭角に尖らせている。 163

--165は、納材である。

166・167・169--177は、板材である。 166・170には、納孔が聞けられており、 167・169・170には、

端部に切り欠き加工がなされている。

178・179は、梯子である。いずれも足掛け 1段分のみが残存する。

180は、弥生時代後期~古墳時代前期に比定される農具(鍬の未製品)である。

18 
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第E章発見された;l~lì苫と造物

福と

11蛇行帯搬高地上の調査区〈 283区〉
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る。三ζ りと

2号土群

向く 3

新旧

と同じく向く 2)< 3間F-10グリッドに位置する。およそ

しているに切り合いしているとみられる。

あっても、

の土坑が設定されるべき

同じ亨Jj
一斗宇
、_'.-
CJ.-

東 西東列

Jョ- .)"， ..l-""予、

èl[GI~ '0 

出来ていない。

土坑底面及

に底面の高さ

北側 2)< 3間

x 3間

である。南北、南但iJ3 )< 3 

gi 

さは、 35ら底面までる。平面形F'-5夕、ッ南西部

cmでてある。

~~ !.〆'1
;)!'~，，-ふ

、ム戸、
に」ら底面まで円形を呈し、る。平面形

cmである。

s;く3(現地j時:号~jP:3

('5;1立、 28までの検出面からは、円形を呈し、る。古河口j-;'、什 L"' 
_l' ~O > ' ソ ア ド

cmである。

に分布する ;SK1-~3i~: 、 。〉るさく、同じ調査区内の 1

した小土坑とし であろっ。
呼~ヂ 1

，~， L と
吋~ 1 

〈与」と刀).t-夕 、

4 81<4 

23 

さlr)_ら底面までし、径104cm、4免。平面形l立、

3 

リッド南西部に位置す

である。

引く5(現地略号SFl5
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第現主主 発見己れた這1曹と造物
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第 2節激高地上の遺構と定物
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0-8グリッド南西部 る。平面形は、円形を呈し、 面から までのさは、

cmで、ある。

SK6 (現地開i号SF17 図版 3) 

08グ1)ッド中央部に位置する。

s cmである。

SK7 (現地略号SF2'!

F-8グリッド南西部に位置する。

cmである。

SK8 現地略号SF12 図版 3)
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第 2節徴高地上の遺構と遺物

F-8グリッド南東部に位置する。平面形は、円形を呈し、径76cm、検出面から底面までの深さは、 36

cmである。

SK9 (現地略号SF13 第23図 図 版3)

F-8グリッド南東部に位置する。平面形は、円形を呈し、径85cm、検出面から底面までの深さは、 35

cmである。

SK10 (現地略号SF16 第23図 図 版3)

E-8グリッド南西部に位置する。平面形は、楕円形を呈し、径150cm、検出面から底面までの深さは、

21cmで、ある。

SK11 (現地略号SX2 第23図)

E-l0グリッド北西部からF-l0グリッド北東部に位置する。平面形は、方形を量し、径98cm、検出面

から底面までの深さは、 15cmで、ある。

SK12 (現地略号SF8 第24図 図 版5)

E-l0グリッド北西部からF-l0グリッド北東部に位置する。平面形は、円形を呈し、径95cm、検出面

から底面までの深さは、 12cmである。

SK13 (現地略号SF9 第24図 図 版5)

E-l0グリッド西部からF-l0グリッド東部に位置する。平面形は、隅丸方形形を呈し、径115cm、検出

面から底面までの深さは、 6cmである。

SK14 (現地略号SF7・28 第24函圏版5)

E-l0グリッド西部からF-l0グリッド東部に位置する。平面形は、円形を呈し、径137cm、検出面から

底面までの深さは、 98cmである。比較的平面規模が大きく、古代の住居プランとの重複もないことから、

掘削目的が井戸の可能性がある。しかし、土坑下位及び、底面に溜水の痕跡は、確認されなかった。

SK15 (現地略号SF18 第24図関版5)

F-llグリッド北東部に位置する。平面形は、調丸方形を呈し、径116cm、検出面から底面までの深さ

は、 48cmで、ある。

SK16 (現地略号SF3 第24図 図 版5)

F-llグリッド東部に位置する。平面形は、円形を呈し、径84cm、検出面から底面までの深さは、 43

cmで、ある。

SK17 (現地略号SF10 第25圏 図 版5)

F-12グリッド東部に位置する。平面形は、楕円形を呈し、径117cm、検出面から底面までの深さは、

26cmである。

SK18 (現地略号SF19 第24図 図 版6)

F-12グリッド東部に位置する。平面形は、円形を呈し、径106cm、検出面から底面までの深さは、 32

cmで、ある。

SK19 (現地略号SF20 第24図)

E-12グリッド西部に位置する。平面形は、円形を呈し、径86cm、検出面から底面までの深さは、 35

cmである。

SK20 (現地略号SF22 第25図 図 版6)

F-12グリッド中央部に位置する。平面形は、円形を呈し、径47cm、検出面から底面までの深さは、

12cmである。

SK21 (現地略号SFl 第25図)

F-12グリッド南東部からF-13グリッド北東部に位置する。平面形は、楕円形を呈し、径101cm、検出

28 
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Y 

!.J、

25cmである。

ラ

y" 
J まで -¥ 

C了
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第 2 節帯{~jJ也上の這桔と造物

と

I~ 
V丸。

ている。当

て後世の削平・

では、

2 

さ
E司

日1

111 

え)5

rJ_f iザ rL叶=- - ~].押
し二[~L.上Laよ

の苦Lの

いこともあり、

し、。も

叫

7) 

F-10グリッド南西部に位置する。現地調査で

一部の施設

'!3 SHi 

剖
l
E
g出
h

o! 

され、

なかっ fこO
Jず

〈士

~ _1， 

~J.、、

マ百万 トヂ

丸、ーは、北西を向き、

が作られ、 は、板状の 2

て側面を

内の下面部は、

tこの

ょっーご、

のマサ

3
h

ーコい巴
を防いでいる。し、崩

厚く
) _"，よ

IfL- 宅コ

より出土した土器
c' 

る。
__L土友子一一一τ一 一 マ ト 「L ー

にこミ二J '1 

東遠系の灰粕陶器の高台坪である。見

に重ね焼きの結果生じたとみら

しい円形の

181 

SH'I 

る、J::とみ

されむ i主 ~ì

なけによってし2ザ

~l_ 口ヲ
Q 。

ている。底部外面lこ回転糸切痕を残す。比

り付けられた断面形三

」 γ
〔
」

ある。

ある。内外面ともに

されている。底面に l之、

土師器の

t， 
， d-

角形を呈する

182 

屑

暦

層

湿

居

関

居

間

借

土

土

土

土

土

工

土

土

('iOYR2/3) 

(10Y，2/3) 
(10YRι/6) 

(7.5YR2/3) 

(5 YR5/B) 

Cl0YR2/3) 

(';OYR3/4) 

(7.5γ日3/3)

第 1国義褐色

結 2擢黒褐色

第 3庖褐色

第 4)も極結褐邑

第 E層明お褐色

詰 6i百黒崎色

第 7!官陥褐色

箆8尼崎格色

のナ
CIOYR2/3) 土屑第 E層議褐色

る。平断面図時点描SH 1 第26図

と
、円
}寸

乙17)心。土師器の脚高高183 

ている。」九r
C‘ チー

_l 

4ぅ

で士竺竺で宅さヨヲシヲ
「一」二一一

R三ヨ工チ/

とな

(現地開号SXJ'

F-llグ1)ッ

の一部のみ

る黄褐色粘土の

の土

てデ竺二で竺戸三三三一

三三十二三y ア

'0、

。 1 <1 1001九
回百五両面面両両両五五正五副

の掘方仁l

ーアて¥_、の検

なし、。Jマ
九、-

鐙周辺出土議物S~'11 第27図
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第頂章発見された遺構と遺物
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第28図

17.400~ 

--fー

1 ，30 

竃

A、
、¥

SH 2 

第 1層
にぷい黄褐色(lOYR5/4) 土層
粘性有り締り有り
竃または、榔構築材粘土。

や

竃の燃焼室に相当する箇所は、明らかで、ないが、

土器片の並び(=煙道方向)から、竃は、東を向

き、向かつて右側(南側)を大きく失った状態と

想定される。

残存していた粘土の分布幅より、(向かつて左側

の)竃の袖部から同じ構築材の粘土が連続し、住

居奥壁に沿って、棚が設けられていたとみられる。

煙道部を作っていた土器の年代観より、 10世紀

前半に比定される。

SH2竃煙道部を作る土器(第29図 図版24)

184"'186は、いずれも土師器蓋片である。 184

は、口縁~胴上位片である。元の土器の器形は、

幅狭の口縁部が外反し、胴部以下が筒形を呈する

とみられる。外面は、口縁が横位のナデ、胴部が

縦位のハケ調整、内面は、横位のハケ調整である。

185もまた、口縁~胴上位片である。元の土器の

器形は、口縁部が外反し、嗣部が膨らむとみられ

る。内外面ともに横位のナデ調整がなされ、散漫

にへラナデが行われる。 186は、腕下位片である。

外面は、横位のナデ、内面は、縦位のナデ調整が

される。これらは、胎土、調整方法の差違より、

各々別個体であると認識される。

¥二下-4.
SH3 (現地略号SX4 第30留 図 版 )

F-llグリッド東部に位置する。住居施設(竃)

の一部のみが残存。竃構築材となる磯、面取りさ

れたマサ材と黄褐色粘土の集中の検出で、当該地
10cm 1 ，4 

竃内出土遺物

に空J

三三 司、 、

出|国
，F11グリッド杭から
l へ4m

----.j__西へ 3m

K 

SH2 第29図

A 

凶
l
E
D
B・h
F

A

一

d 

一どど士〉九
第 1層
にぷい黄褐色 (10YR5/4) 土層
粘性有り締り有り

竃構築材粘土。

188 

33 

10cm 

竃周辺出土遺物

1 ， 4 

SH 3 第31図

1m 1 ，30 

平断面図竃SH3 第30図



第 2部 数'rijjj由上の遠権と造物

なかっ

る
甲

匂
ヴヲ 1
<;:> L.ζ二において、

されなし '0

187 ぴコ心。 にi憂し註トけによる ~o 

い断面形三日月 る に貼付

けられる。

ナデ、胴司s
、円

A 

r~)， 0 

Sト14

F-llグ、 1)ッ る。

ば
の

た楕円

i安い南北方向に

の下面部で焼土層

みの東側その

、レ
〈士 いる。百日

出~

a 床面は、特定されない。

出土した土器の年代観より、 10世紀前半に比

される。
-
と
む
む
口

h

SH4寵出土の遺物 図版

止i

189は、土師器の霊の口

縁部i之、内外面ともに横位のヅ

に指頭圧痕が残り、胴外国は、ナ

面は、横位のノ¥ケ、胴内面は、

ある。仁l

。 I: 30 1m 
恒函函函函王面面云面面誌面五扇面面元両証五孟副

てし可る o 190ft立、

面

内一盛敬三乞ナー

位である。列面、胴中位内面は、

あてられた

0)ナ

にハケ状工具

志れる。 191は二ヒ
第32図 SI-: 寵平断面題

ノ¥ケ 同じ L乙'/'"ラナ る。胴内面

{.-1 
N 、、 なされる。

諒33図 SH Ij 官室内出土遺物

。 -J:4 Wα" 
E石 市E 盃司"'illld両日 五百 副
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SH5 (現地略号S820 第34図図版7)

E-12グリッド北部に位置する。住居施設(竃)

の一部のみが残存。竃袖部の芯材、または、支脚と

なるうる面取りされた比較的幅広のマサ材が直立し、

それを取り囲むように褐色粘土の集中が検出された。

SH3同様、具体的構造を復原する情報に乏しい。住

居竪穴の掘方・床面は、特定されない。

SH6 (現地略号S816 第35図)

E-13グリッド北東部に位置する。一部の施設

(竃)のみ把握され、住居竪穴の掘方・床面は、特

第E章発見された遺構と遺物

第 1膚

褐色 (10YR4/4) 土層

粘性無し締り弱い
第2層
暗褐色 (1OYR 3/4) 土層

粘性弱い締り弱 い
第 3層

掲色 (1OYR 4/4) 土層

粘性有り締り有り

A-

田 l 叫
E
o
s
-
h

，A
一17.600mA 

五三歩一 。 1，30 1m 

第34図 SH5 竃 平断面図
定されない。

竃は、下端を尖らせ、地面に差し込むように固定して直立させたマサ材を約50cmの間隔に配して袖部

ている。

の芯材とし、黄褐色粘土を被せ作っている。煙道相当部には、土師器聾片を並べて立てた補強が行われ

竃煙道部を補強する土器の年代観より、 8世紀前半以前に比定される。

SH6竃及び周辺出土の遺物(第36図 図 版24)

192・193は、土師器の杯である。いずれも内外面共に横位のナデ調整が施されており、 192は、内面

に3条の工呉痕が認められる。

194~196は、土師器の脚高高台部である。 196の外面は、丁寧な横位のナデ調整と高台の貼付けナデ

が残る。

t
j
H
4
ナ
ド

日

第 1層
黒褐色 (1日YR2/3) 土層

粘 性 無 し 締 り 無 し
第2層

陪褐色 (10YR3/3) 土層

粘 性 無 し 締 り弱い
第3膚
褐色 (10YR4/4) 土層

粘 性 有 り 締 り弱い
竃天井部構築材粘土田嵐落。

第4層

暗褐色 (10YR3/3) 土層

粘 性 無 し 締 り弱い
極少量白焼土粒が混じる。
第 5層

褐色 (1OYR 4/4) 土層

粘性有り締り有り
竃構築材粘土。

第6障

にぷい黄褐色 (10YR5/4) 土層

粘 性 強 い 締 り 有U
竃構築材粘土。

。| '01 

。i 叫
E
8
2

一ζ工話ァ~
A 

17.400m王L
皇:

♀' 

ム趨必仁三二~ 1，30 1m 

第35図 SH6 竃平断面図
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第 2節微高地上の遺構と遺物

、ニ土ニf

197 

200悶1: 4 

竃内及び周辺出土遺物SH6 第36図

SH7 (現地略号SB-21 第37図)

E-llグリッド北部に位置する。住居の北側の

大部分が失われており、検出された内容は、南

壁部と、その内側の一部に限定され、元々の形

状・規模は、不明である。

掘方直上の一部に黄褐色粘土による貼床が認

められるが、その厚さは、非常に薄く、

方底面部が床と同一視される。

周壁溝、柱穴痕は、確認されなかった。

SH7出土の遺物(第38図図版25)

SH7は、残存する竪穴掘方そのものが非常に浅

かったため、上方の撹乱層中に含まれていた遺

物と、床面直上出土遺物との分離が現地調査の

段階で徹底出来ていない。よって、以下に記す

遺物同士の年代観には、組輯が生じている。

ほぼ掘

判

J
司

E
g
E

197は、竃煙道部の補強し使用された土師器の蓋片である。胴部中位に相当する外面は、斜位にハケ

調整が施した後、それに直交する方向にミガキ調整を行っている。下位は、ミガキ調整のみ施されてい

る。底面部には、木葉痕が残る。内面側は、横位のハケ調整が施され、下位に進み、調整の密度が増す。

198は、竃の袖部の構築材粘土中から検出された土師器の警の口縁~胴上位である。口縁部は、内外

面とも横位のナデ調整。復原口径は、 22.4cmである。胴上位の外面は、斜位のハケ調整の後、組いミガ

キ調整が行われている。内面は、横位のハケ調整である。 197と198は、直接接合しないものの、胎土の

様相、内面部の調整の共通性から、同一個体であった可能性がある。

SH6の竃の構築材となっている駿東型球胴聾は、 8世紀中に終駕を向かえるのに対し、竃周辺部で出

土している杯類は、 10世紀以降登場する底部に糸切痕を残すものや脚高高台杯である。年代観の組酷に

ついて、検出・確認されなかった遺構との重複

が疑われる。

‘り
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杭p
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ツリ

m
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グ
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n
へへ

E
南
西

2m 

第 1眉黒褐色 (7.5YR2/3l 土 層 粘 性 無 し 締 り 弱 い
少量由径2.......5mm程度目礁を吉む。

第37図

1 : 60 

平断面図SH 7 
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199は、 8世紀代に比定される須恵器の杯の口縁

~底部である。内面及び、口縁~体下位は、横位

のナデ調整がされ、底面は、へラ切りされている。

200は、土師器の薄手の警の口縁~胴上位であ

口縁部は、内外面ともに横位のナデ調整が行

われているが、外面下位は、その前段階に縦・斜

位のハケ調整が行われている。胴上位の外面は、横位のミガキ、内面は、横位のハケ調整である。

201は、羽釜の羽部である。周辺遺跡の出土実績より、 11世紀以降に比定される。

第E章発見された遺構と遺物

τλ寺三〈三三十d
じフ加 100m 

出土遺物

1，4 

SH 7 第38図

る。

叫

l
E
g田・
h
F

出|

電す

裏溝

i
l
ι
十
l
闘方号

国|

田|

E11グリッド杭から
l南ヘ 8m
|商へ 8m

A 

第 1層
暗褐色 (10YR3/3) 土層

粘性無し締り有り
径2........g0mm程度目礎を含む。

第2層

黒褐色 (7.5YR3/1l 土壇
粘性無し締り有り
径，5......20mm程度目礁を含む。

第3層

黒褐色 (10YR2/3) 土層

粘性無し締り有り
第4層

靖褐色 (1OYR 3/4) 土層

粘 性 無 し 締 り 強 い
E層上面硬化部
第 E層

暗褐色 (10YR3/4) 土層

粘性無し締世有り 17.600m.d... 4 
J 

¥' ._ - 2 一千

3 / 

¥ . _一一一一一
2m 

SH8 (現地略号S8・17 第39・40箇 図 版7・8)

E-11グリッド南部から12グリッド北部にかけて位置する。

住居竪穴の平面形は、南北長3.6m、東西長3.7mのほぼ方形を呈し、北壁中央部に竃を有する。

竃は、マサ材を約50cmの間隔に配して袖部の芯材とし、褐色粘土を被せて作られている。

床は、竃の前面部で硬化面の分布が検出されている。周壁溝、柱穴痕は、確認されなかった。

図示していないが、竃内より、外面にミガキ調整が施された駿東型聾片が出土したことから、

1，60 
平断面図SH 8 第39図

8世紀

前半以前に比定される。

SH8出土の遺物(第41図 図 版25)

202・203は、土師器の小型聾の口縁~底部である。ともに外面の剥落が著しい。石英ほか、径 1mm程

度の白・有色粒子を多量含む胎土、胴部外面の一部に残存する縦・斜位のハケ調整の痕跡、底部の木葉

痕、器内面の横位のハケ調整等、製作に関わる項自内容の多くが共通しているが、 202の口唇部は、受

け口状であり、 203の口唇部は、わずかに内側に突出している。

204は、土師器のミニチュア土器の胴下位~底部である。丸味を帯び、fこ底部の中央に凹みがつけられ

ている。胴下位外面の調整は、ミガキ、内面は、ハケ状工具で調整した後、ミガキを施している。
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0>1恩黒悟色 (lOYRワ/a) 土居

!{~ 2閉話陪褐色 (7.5YR 21出土居

第 3i宮司 色 (7，5YR4/4) 土底

第4暦陪褐色 C1(l''(R3/4) 主題

館 5思 にぷい覧;司色 (1fiYR 5/4.) 土居

済 6愚 暗褐 色 (1.5γR3/3) 土間

関 7居 H!i~l'i福色 C7.SYR2/3) 土庖

第 B毘陪褐色 (i0YR:J/3) 土居

第9認靖褐色 (10"1:-¥3/3) 士層

鰐10陪 陥褐 色 (7.5YR3j3) t国

策11;苫滴掲色 (10YH3/3) 士麿

諮12摺陪 褐色 (7.5Yfi3/4) 土開

館 13尼 崎褐 色 (7.5YF;3jID 土問

第14層階 褐色 ("lOYR3j3) 土居

第15思暗 褐色 C7.5YR3jt¥) 土陪

第16国 暗褐 色 (10YRZj4) 工居

館17居 陪苦1色 CIOYP.3/幻土層

館1日居 沼褐色 C7.5YR3/3) 土庖
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第E章発見された遺構と遺物

‘d 

_p; 

3号方形周溝墓

I F12グリッド杭から
l へ4m

-----._L西へ 2m

子 11グリッド杭から
l南へ 8m

- 西へ 6m

国

調

査

外

区

第 1層黒褐色 (1OYR 2/3) 土層

粘 性 無 し 締 り 弱 い
径20mm緯度目礁を含む:。

少量白褐色粘土粒が混じる。
第2層にぷい糞褐色 (1OYR 5/4) 土層

粘 性 無 し 締 り 強 い
貼床相当粘土。

第 3層黒褐色 (1OYR 2/3) 土腫
粘 性無し締り有り

第 4層 にぷい黄褐色 (1OYR 5/4) 土潜
粘 性 有 り 締 り 強 い

貼床棺当粘土。
第5層 暗 褐 色 (1OYR 3/3) 土層

粘性無し締り有り
粘土粒が混じる。

第 6層 にぷい黄褐色 (1OYR 5/4) 土層
粘 性 有 り 締 り 強 い
貼床棺当粘土。

第7層 暗 褐 色 (1OYR 3/3) 土層
粘 性 弱 い 締 り 弱 い

l
l
E
O
D守
h

田

.A. 

主2
け

H

]十以tj 
2 

・ 14 
17.400m ~ t__Lj_ 

2m 。 1 ，60 

平断面図SH 9 第42図

戸当主、て

208 

20cm 1 ，4 
。

出土遺物

最も古い段階の住居竪穴の平面形は、南北長4.0m、東西長4.7mの長方形を呈する。後2段階の住居

と同様、北壁中央部に竃を有し、黄褐色粘土の貼床が認められる。

竃跡は、燃焼室部に相当する箇所の掘込みが残存し、発達した焼土層の上に崩された竃構築材の一部

39 
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土 層 粘性弱 い 締り有り
竃天井部構築材粘土の崩落。
金量の径5鵬程度由離を含む。

(1 OYR 4/4) 土 層粘 性弱 い締 り宥U
竃天井部横築材粘土由崩落。
少量目径20mm程度の礁を吉む。

土 居粘性 弱 い締り有 り
粘土粒が混じる。

土層粘性無し締り弱い
少量由焼土粒が混じる。

土 層粘性 無 し締り有 り
少量由焼土枇が，毘じる。

士眉粘性無し締り有り
焼土集中居。

土層粘性無し締り有り
金量白焼土粒IJ'混じる。

土層粘 性 弱い締 り有り
竃構築材士。砂・シルト・粘土田混合土。

土層粘 性 有り締 り有り
竃構築材粘土。

(1 OYR 4/4) 
SH9竃(新段階)

第 1層構色

第 2層褐色

第 3眉褐色 (10YR4/4) 

第 4膚暗褐色 (10YR3/3) 

第5層階 褐 色 (10YR3/4) 

第 6層暗赤褐色 ( 5YR3/6) 

第 7層 褐色 (10YR4/6) 

第8層 !こぶい黄褐色(10YR4/3)

第 9躍にぷい貧褐色 (1OYR 5/4) 

国|叫

第 2節微高地上の遺構と遺物

A-

新段階竃

A 

q
E
g
E
 

A-

国|

17.400m企

粘性無し締 り 弱い
粘性 無し 締り 有り
少量白焼土粒がi毘じる。
粘性弱い締り有U
少量白焼土粒が混じる。

胡
一
揖
鳩

SH9竃(中段階)
第 11署黒褐色 (10YR2/3)
第 2層褐色 (10YR4/6) 

第3腫褐色 (1 OYR 4/6) 

‘<(1 可!

中段階竃

4
1
E
D
D寸・

h

<(1 

旧段階竃

SH 9竃(1日段階)
第 1層 黄褐色 (10YR5/6) 土層粘性強い締り弱い

竃構築材粘土由崩落。
少量の焼土粒が混じる。

土層粘性有り 締り弱い
焼土粒と粘土独自混合土。

第 2扇 赤褐色 (5YR4/6)

<(1 河|

叫
E
D
R・h

<(1 

1m 1，30 

平断面図竃SH9 第44図
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第E章発見された遺構と遺物

とみられる黄褐色粘土塊が被っていた。

いずれの段階でも明らかな周壁溝、柱穴痕は、確認されなかった。

出土した土器の年代観より、 8世紀前半以前に比定される。

SH9出土の遺物(第43図 図 版25)

205は、須恵器の杯蓋の摘~縁部である。摘部は、扇平な宝珠形。外面は、体上位に横位のへラケズ

リ、体下位にナデ調整が施され、自然粕が付着する。内面は、ナデ調整であるが、天井部にハケ工具尖

端を 1回転させた痕が残る。

206'""208は、土師器の丸底の杯である。いずれも内面に横位のミガキ調整がされる。 206の外面は、

体中位以下で大きくへラケズリにより整形した後、口縁を含め、ナデ調整が行い、稜を取り去っている。

207・208は、体中位以下に横位のへラケズリが行われた後、口縁も含め、横位のミガキが施される。

209は、土師器の聾の網中位~底部である。竃燃焼室内から出土した。胴部外面は、縦位のハケ調整

の後、横位のミガキが施され、底面には、木葉痕が残る。内面は、横位のハケ調整が施されており、胴

中位には、並んだ指頭圧痕が残る。

210は、扇平の軽石円磯を素材とした石製品である。表裏の広面に摩滅痕が認められる。

SH10 (現地略号SB-18 第45・46図 図 版10)

F-llグリッド中央から南部にかけて位置する。南側でSH9と重複し、これに切られるO

調査区境界により、西側の状況が不明であるが、住居竪穴の平面形は、方形を呈すると推定される。

南北長は、 4.2mである。東壁中央やや南寄りに竃を有す。

貼床、硬化面の分布は、認められず、掘方底面がそのまま床面に相当すると考えられる。

竃は、向かつて左側(北側)の袖部でマサ材を芯材として用い、褐色粘土を被せて作られている。

局壁溝、柱穴痕は、確認されなかった。

第 1層
靖褐色 (1OYR 3/3) 土層
粘性無し締り 弱い
少量の径5mm程度目礁を含む。

斗
‘4 

A-

、対十~

3号方形局溝墓

.Fllグリッド杭から
/南へ 4m

、』西Iへ3m

叫
E
D
D
Z

叫
E
D
D
Z
F

uj 国|

17.400mA 
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第 2節微高地上の遺構と遺物

田|

田|

17.400ml主 t正

ゐ|

J
叫

E
ロ
ロ
可
h

第 1層 暗 褐色 (1OYR 3/3) 土層 粘性 無し 締り 無し
第 2層 精 褐色 (1OYR 3/4) 土層粘性弱い締り無し

極少量の褐色粘土粧が混じる。
第3眉褐色 (10YR4/4) 土漕粘性有り締り無し

竃天井部構築材粘土田崩落。
第4層 暗褐色 (1OYR 3/3) 土層粘性無し締 り弱い

極少量白褐色粘土粒が混じる。
第5層 赤褐色 (5YR4/6) 土層粘性弱い締り弱い

焼土粒と粘土粒白混合土。
第 8層黒 褐色 (10YR2/3) 土層粘性無し締り弱い
第7層構 色 (lOYR4/4) 土 層 粘性有 り 諦り有り

竃構築材粘土。
企量の砂・シルトが，毘じる。

第 B層暗 褐色 (10YR3/4) 土層粘性弱い締り弱い
少量由褐色粘土が混じる。

第9層褐色 (10YR4/4) 土 層粘性 有 り締り有 り
竃構築材粘土。
砂・シルトが混じる。

第10層暗褐色 (1OYR 3/3) 土層粘性無し締り弱い

1 却 1m

第46図 SH10 竃平断面図

213 

。 200m 

第47図 SH10 出土遺物

1，4 

~ ~2 
--==:f:::ニ::::>

出土した土器の年代観より、 7 世紀末~8 世紀前半に比定される。

SH10出土の遺物(第47図図版25)

211・212は、土師器の丸底の杯の口縁~底部である。 212が胎土に石英他、白色粒子を含み、全体的

色調が赤昧を帯びるのに対し、 211は、自色粒子をわずかに含み、黄昧を帯びる。ともに外面の調整は、

口縁~体上位は、横位のナデ、体中位~底部は、横位のへラケズリであるが、 1回あたりの調整幅は、

212の方が細かい。 211の内面は、横位のミガキ調整、 212の内面は、ナデ調整である。

213・214は、土師器の聾の口縁~胴部である。胎土の内容は、 213と211、214と212がほぼ同じである。

共通する残存箇所の調整方法について、口縁部は、内外面ともに横位のナデ、頚~胴上位外面は、横位

のミガキ、胴内面は、横位のハケが施され、一部指頭圧痕が認められる等、差違は、みられないが、器
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第E章発見された遺構と遺物

壁は、 213が214に比べ厚手であり、系統の違いが窺える。 214の胴中位外面は、斜位のハケ調整の後、

縦位のミガキが施されている。

215は、須恵器の杯の底部を素材とした転用硯である。元の土器は、高台より、底部が突出する器形

とみられる。内面中央部で、土器製作時の離櫨田転で生じた渦巻き状の凸部を潰すようにして、摩滅面

が発達する。

SH11 (現地略号SB-7 第48・49図 図 版9)

D-13グリッド南部から14グリッド北部にかけて位置する。

竪穴の拡張、床面の認識、竃の改築の痕跡等から、最低 2設階の変遷を想定することが出来る。

調査区境界により、東側の状況が不明であるが、最も新しい段階の住居竪穴の平面形は、長方形を呈

すると推定される。南北長4.7mで、北壁中央部に竃を有す。

床は、古い段階の住居の掘方内に相当する範囲では、褐色粘土が貼られ、この貼床とほぼ同じ高さを

底面とした掘方が南側へ拡張されている。

竃は、褐色粘土を用いて袖部を作る。

古い段階の住居は、拡張前の竪穴掘方をその範囲とし、平面形は、方形を呈していたとみられる。南

北長3.8mで、ある。竃は、新しい段階の住窟に付属する竃のほぼ真下で、埋め立て土(住居覆土 3層)

を挟み、構築材となるマサ材、黄褐色粘土、掘込みが検出されている。

床に相当する、硬化面、貼床は、検出されなかった。住居覆土堆積状況から、新しい段階の住居の床

面を作る埋め立ての際に壊されたものと考えられる。

4
E
g寸

h
F

~4企-LrAムー」調査区外

I E13グリッド杭から
1 南へ6m

叫

A 

土 層 粘 性 無 し 締 り 弱 い
径 5mm程度の擦を吉む。

土居粘性弱い締り強い
貼床相当粘土。

土層粘性無し締り弱い

土 層 粘 性 無 し 締 り 弱 い

第 1層黒褐色 (10YR2/2l

第 2盾 褐 色 (10YR4/4l 

第 3躍 暗 褐色 (10YR3/3l
第4謄精褐色(10YR3/4l

E正

2m 
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第E章発見された遺構と遺物

SH11出土の遺物(第50図 図 版26)

216は、須恵器の杯の体下位~底部である。内面及び、体下位外面は、ナデ調整、体最下位は、横位

のへラケズリにより整形され、底面の瞬韓切り離しは、へラ切りによってなされている。

217・218は、須恵器の高台坪である。 217は、体下位~高台の一部が残存しており、高台の断面形は、

長方形、内面及び、体下位外面は、ナデ調整で、底面は、へラ切りされている。 218は、口縁~高台の

一部が残存しており、高台の断面形は、逆台形、内面及び、口縁~体下位外面は、ナデ調整されている。

219は、須恵器の庸部の屈折が発達した広口壷の口縁~胴中位である。口唇部は、外側に折り返され、

断面形三角形を呈す。胴中位以下外面で横位のへラによる整形が行われるほかは、内外面ともにナデ調

整が施されている。口唇部及び屑部に広く自然軸が付着する。

220--222は、土師器の杯である。 220は、口縁~底部が残存している。全体的に丸底の器形を呈して

いるが、底部に平坦面がある。内面側に盛り上がりがあることから、自重によりつぶれて出来たものと

みられる。内面及び口縁~体上位外面の調整は、ナデ、体中位以下は、横位のへラケズリが行われてい

る。 221は、ロ縁~胴下位が残存している。 220に比べ薄手で硬質感がある。内面及び口縁~胴上位外面

は、横位のナデ、胴中位以下は、横位のへラケズリの後、全体的に横位のミガキが施されている。 222

は、口縁が外反し、体部に突出部を持つ器形で、口縁~胴下位が残存している。内面及び口縁~胴上位

外面は、横位のナデ、一部赤彩されている箇所が残り、胴中位以下は、横位のへラケズリが施される。

223は、土師器の聾の口縁~胴下位である。口縁は、内外面ともに横位のナデ調整で、胴外面は、斜・

縦位のハケ調整の後、横・斜位のミガキが施される(頚・胴最上位と嗣中位やや下方に施された横位の

ミガキ調整が著しい)。胴内面は、残された輪積痕の単位毎に調整が異なり、上位側は、横位の粗いハ

ケ調整を行っている段が目立ち、下位側は、(前段階にハケ調整を行い、それを消した場合も含め)ナ

デ調整を行っている段が重なる。

224は、土師器の小型警の口縁から胴上位である。口唇部は、わずかに凹みながら内側へ突出して受

け口状の形を作る。外面の調整は、横位のナデであるが、前段階に斜位のハケ調整がされていた痕跡が

認められる。内面は、口縁が横位のハケ調整、胴上位に指頭圧痕が残る。

225・226は、土師器の筒形をした窪または、甑の口縁~網中位である。ともに胴外面が縦位のへラケ

ズリにより整形されている。 225の口縁は、内外面ともに横位のナデ調整、胴内面には、へラの痕が残

る。 226もまた、内外口縁及び胴上位内面は、横位のナデ調整が施されている。 227は、警の胴下位~底

部で、 225・226同様、胴外面は、縦位のへラケズリがなされている。平底で、内面には、へラの痕が残

る。

228は、須恵器の高台杯の体部以上を意図的に取り去り、残った底部を素材とした転用硯である。内

外両面に各々磨耗痕が認められる。元の高台杯の内面は、ナデ調整、高台は、幅広でやや外側に聞き、

底面は、へラケズリされている。

SH12 (現地略号SB-6 第51・52図図版10)

D-14グリッド南部からE-14グリッド南部に位置する。北側でSH15と、南西側でSH17と重複し、こ

れらを切る。東側でSH13と重複するが、前後関係は、特定出来なかった。

住居竪穴の平面形は、南北長4.8m、東西長4.6mのほぼ方形を呈し、北壁中央やや東寄りに竃を有す

る。床は、比較的厚い黄褐色粘土(住居覆土5層)が広く貼られている。

竃は、面取りしたマサ材を約50cmの間隔に配して袖部の芯材とし、褐色粘土を被せて作られている。

燃焼室内の下面は、焼土層が発達しており、竃の中心軸上にマサ材を棒状に加工した支脚が起立する。

竃燃焼室内で、土師器聾(球胴聾)胴部片と正位2個体の杯(第53図234・235)が出土している。ま
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， E14グリッド杭から
十南へ 4 m
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土瞳粘 性無 し締り弱い
径5珊程度目礁を含む。

土糟粘性無し締り弱い
径2........5mm程度の礁を含む。

土層粘 性無 し締り弱い
土層粘 性弱 い締り弱い
土層粘性弱い 締り有り

貼床相当粘土

第 1層 黒褐 色 (1 OYR 2/3) 

第2層 暗褐 色 (10YR3/3) 

第 3層 暗褐 色 (lOYR3/4) 
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土眉粘性有 り締り有り

竃構築材粘土。
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第 2節 微高地ヒσ〉ェ主権と活物

ヘラケズ、 ij、底面iこの242 
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第 2節微高地上の遺構と遺物

形は、台形、内面及び、体下位外面は、ナデ謂整されている。

246~249は、土日市器の坪である。 246 ・ 247は、丸底で、体上位以下の外面を横位のへラケズリで整形

する。内面及び口縁外面に横位のナデ調整を施した後、 246は、体内面、 247は、体内外両面に横位のミ

ガキ調整を行う。 248は、いわゆる甲斐型郎の口縁~底部で、外面は、横・斜位のミガキ調整で、底面

もまた、丁寧に磨かれている。内面は、横{立のミガキ調整の後、強いへラミガキにより底部と体部の境

界をつけ、底部中央から放射状の暗文を描く。 249もまた、他地域からの搬入品と推定される。内面で

は、制作時に体部と底部聞の接合調整を徹底しないで、凹みを残し、境界線を作っている。口縁~体下

位内外面は、横位のナデ調整の後、楕円暗文が描かれ、底内面には、放射状の暗文が描かれる。底外面

は、中央に径25mm程度の平坦面を残して丁寧なへラケズリ調整を行い、浅い丸底を作る。

250~252は、土師器の塙・歪である。 250は、塙で口縁~胴下位が残存する。口縁部は、内外面とも

に横位のナデ調整で、胴部外面は、斜・縦位のハケ調整がされた後、頚部~胴上位に横位のへラナデが

加えられている。嗣内面もまた、横位のハケ調整の後、部分的にへラナデが加えられている。 251・252

は、警で口縁から胴上位が残存する。 251は、内外面ともに横位のナデ調整が行われている。 252の口縁

は、内外面ともに横位のナデ調整。胴上位は、内外で工具を換えて、外面は、粗自のハケを斜位に、内

面は、細目のハケを横位に用いて器面調整を行っている。

253は、土師器の小型聾の口縁~胴上位である。口縁は、内外ともに横位のナデ調整。嗣外面は、へ

ラケズリ、内面は、横位のへラナデ調整が施されている。

254~256は、土師器の塙の口縁~体上位である。内面及び口縁~頚部外面は、横位のナデ調整、胴上

位外面に縦位のハケ調整が施される。

SH15 (現地略号S8-19・SX5 第57・58図)

E-13グリッド南部からE-14グリッド北部に位置する。南部でSHll、南東部でSH13と重複し、これに

切られる。

住居掘方の平面形は、南北長7.8m、東西長7.4mのほぼ方形を呈す。今回の調査では、規模が最も大

きい住居跡である。北壁中央部に竃を有する。

床に相当する面は、上下2面ある可能性がある。上面は、暗褐色土(住居覆土 1層)中で、締りのあ

る黄褐色粘土がシマ状に検出されるもので、残存する竃、掘方底面との比高差は、大きく、掘方範囲内

で完結する比較的小形の住居の重複が疑われる。下面は、竃構築材の褐色粘土の崩落(住居覆土5層)

が及んでいることから、掘方底面がそのまま床面に相当すると考えられる。

竃は、向かつて右側(東側)の袖部で板状のマサ材を芯材とし、黄褐色粘土を被せて作られている。

周壁溝、柱穴痕は、確認されなかった。

出土した土器の年代観より、 7世紀前半に比定される。

SH15出土の遺物(第59図 図 版27)

257~262は、土師器の丸底の杯である。いずれも、口縁~体上位外面は、横位のナデ、体中位~底部

外面は、横位のへラケズリ、内面は、ミガキ調整が行われている。 262の口縁部は、若干外反する。

263は、土師器の口唇部が受け口状になっている聾の口縁~胴上位である。口縁は、内外面ともに横

位のナデ、胴部上位外面は、縦・斜位ハケ調整、内面は、横位のハケ調整で、指頭圧痕が残る。

264・265は、土師器の全体的に筒形を呈する小型聾である。ともに内面全体及び口縁部外面は、ナデ

調整で、胴部外面は、粗い縦位のへラケズリで、口縁との区切りを明確につけ、器壁を薄くする。底面

は、横位のへラケズリで、 264は、丸底、 265は、平底を作る。 264の底面は、煤の付着が著しい。

266は、短脚の高杯の杯下位~脚部である。杯部の内外面は、ミガキ調整、脚上・中位は、縦位のへ
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土層粘牲無し締り弱い
径2........20mm程度の擦を含む。

土層粘性無し締り弱い
後2......5mm程度目離を吉む。

土 層 粘 性 有 り 締 り 有 り
径2-5間間程度目離を吉む。
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第E章発見された遺構と造物

正之
。 200m 1:4 

第59図 SH15 出土遺物

ラケズリで面取りした後、下位まで横位のミガキ調整、脚内面は、横位のナデ調整が施される。

267は、鉄製の万子である。

SH16 (現地略号SB-1S 第60・61図 図 版11)

E-15グリッド北東部に位置する。北西部でSH17と重複し、これを切る。

/出!
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第 11曹 黒 褐 色 (10YR2/3l 土 扇 粘 性 無 し 締 り 無 し
径2.......30mm程度の車駐在含む。

第2層 暗 褐 色 (10YR3/3l 土 層 粘 性 無 し 締 り 弱 い
径2.......10mm程度白礁を含む。

第 3層 褐 色 (10YR4/4l 土層粘性弱い締り弱い
少量的径2-5問問程度目礁を含む。

白叫
E
C
D
N司
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。
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可三三 三二フー
1: 60 2m 
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/ブ一
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第60図 SH16 平断面図
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第 2節微高地上の遺構と遺物

国|

A 

田|

17.2∞m.d._ 

田|
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土 層粘 性弱 い鵠 り弱 い
復1-2mm穏度目礁を含む。

土眉 粘性 無し 締り 無し
径1-2冊程度目離を含む。

土層 粘性 無し 締り 無し
拳大田礁が混じる。

土層粘性弱い締り有り

土居 粘性 弱い 締り 弱い
径1........2mm程度目礁を吉む。

第 1層褐色 (10YR4j4) 

第 2眉暗褐色(1OYR3j4)

第 3曙黒褐色 (10YR2j3)

第 4眉褐色 (10YR4j4) 
第5曙暗 褐 色 (10YR3j4)
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国

1，30 1m 

第61図 SH16 竃平断面図

住居掘方の平面形は、南北長4.2m、東西長2.6mの長方形を呈す。北壁中央部に竃を有す。

掘方底面は、おおよそ中央部より南側へスロープ状に上がっていくが、 SHll・13と同様の住居拡張

が行われた際、明確なテラス状の段差が発生しなかったケースとみられる。

竃は、袖部を褐色粘土で作っている。燃焼室内では、竃の中心軸上にマサ材を棒状に加工した支脚が

起立する。

明確な貼床、硬化面は、確認されないものの、黄昧のかかった褐色土層(覆土第 3層)上面部が比較

的水平になっており、竃が設営されている高さとも矛盾の無いことから、床面と目される。

周壁溝、柱穴痕は、確認されなかった。

出土した土器の年代観より、 8世紀前半に比

第62図 SH16 出土遺物

268 

定される。

SH16出土の遺物(第62図図版28)

268は、須恵器の杯蓋の摘~縁部である。摘は、

肩平な宝珠形である。外面は、体上位は、横位

のへラケズ 1)、体下位は、ナデ調整をし、内面

は、ナデ調整が行われている。

269は、土師器の聾の胴中位~底部である。外

面は、胴中位に斜位のハケ調整、胴下位に縦位

のミガキ調整がされ、底面には、木葉痕が残る。

内面は、横位のハケ調整がされ、胴中位は、そ

与与面目占。叩 の後、ミガキ調整がされる。

SH17 (現地略号SB-1N 第63・64圏図版12)

E-14グリッド南部から15グリッド北部に位置する。北東部でSH12、南東部でSH16と重複し、これら

に切られる。

住居掘方の平面形は、南北長3.7m、東西長3.4mのほぼ方形を呈す。北壁中央やや東寄りに竃を有す。

残存する竃は、直方体形で、煙道側では、褐色粘土が豊富に使用され、焚口側の袖部は、拳大の醸、
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土 層 粘 性 無 し 締 り 無 し
土 層 粘 性 有 り 締 り 弱 い

竃構築材粘土由崩落。

土層粘性無し締り無し
径1.......2mm程度の礁を含む。

土層粘性弱い締り無し
少量置の褐色粘土粒が混じる。

土 層 粘 性 弱 い 締 り 弱 い
竃構築材粘土o

第 1層暗褐色 Cl0YR3/4)
第 2層褐色 Cl0YR4/4) 

第 3層暗褐色 ClOYR 3/4) 

第 4層 褐 色 Cl0YR4/6) 

第 5層 褐 色 Cl0YR4/4) 土器

1m 1 却

の袖

55 

平断面図

マサ材を集め芯材とし、粘土と砂・シルトの混合土を被せて作られている。向かつて左側(西側)

部には、高杯の脚部が塗り込められていた。

床は、竃周辺部で住居覆土 3層上面に黄褐色粘土を貼った部分がわずかに認められた。

竃SH17 第64図
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第廻章発見された遺構と遺物

出l
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1m 1，30 

第 1層褐色 (IOYR4/4) 土 層粘 性有 り締 り弱 い

竃構築材粘土白崩落。
第 2層暗褐色 (IOYR3/4) 土 層粘 性有 り締 り弱 い

褐色粘土粒が混じる。
第3盾褐色 (1 OYR 4/4) 土層粘性有り締り有り

竃構築材粘土。
2m I ，60 

第68図 SH18 竃平断面図
第 1層黒褐色 (10YR3/2) 土層粘性無し締U 無し

径2-30酬程度由離を含む。
第 2層暗褐色 (1OYR 3/4) 土 層 粘 性 無 し 締 り 無 し

径2.......20mm程度由礁を吉む。
第 3層暗褐色 (10YR3/3) 土壇粘性弱い締り強い

巴| 田|

第67図 SH18 平断面図

SH19 (現地略号S8・4 第69・70図図版12)

E-14グリッド南部に位置する。

調査区境界により、西側の状況が不明であるが、

住居掘方の平面形は、南北長3.9mで、推定長方形。

北壁中央部と想定される箇所に竃を有す。

掘方直上の一部に黄褐色粘土による貼床が認めら

れるが、その厚さは、非常に薄く、ほぼ掘方底面部

が床と同一視される。

竃は、袖部を褐色粘土で作っている。

周壁溝、柱穴痕は、確認されなかった。

出土した土器の年代観より、 8世紀前半以前に比

定される。
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第

第き痕が残り、内面には、横位のへラナデ調整が施さ

れている。

279は、土師器の杯である。外面は、口縁部は、

。 2m 1，60 

第69図 SH19 平断面図
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第 2節微高地上の遺構と遺物

A t正

国|
SK25 

17.300mA 
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叫

E
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ロ 雨量観
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_Lj_工工ヌ五一
1 ，30 1m 

第 1層階褐色 (10YR3j4) 土層粘性無し締り弱い
第 2層 褐 色 (10YR4j4) 土層粘性有り締り膏り

車構築材粘土。 ~ 第70図 SH19 竃平断面図

横位のナデ、体~底部は、横位のへラケズリの後、 第71図 SH19 出土遺物

。104 5cm 
国画面司面扇面司

ミガキ調整がされている。内面は、ミガキ調整がされている。

280は、土師器の警の口縁下位~胴上位片である。外面は、斜位のハケ調整の後、横位のミガキ調整

がなされ、内面は、横位のハケ調整がされている。

SH20 (現地略号S8-2 第72・73図図版13)

E-15グリッド中央から南部に位置する。

住居掘方の平面形は、南北長3.4m、東西長3.5mで、北東隅部を掘り残した疑似的な方形を呈す。北
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少量の径2，....10mm程度目礎を含む。17.300m..d. 

1060 2m 

第72図 SH20 平断面図
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第E章発見された遺構と遺物

1m 

SH21 班
第 1層暗 褐色 (10YR3/4) 土層粘性無し締り無し
第 2層褐色 (1 OYR 4/4) 土層 粘性 弱い 締り弱 い

第3層褐色 (10YR4/4) 土層 粘性 無し 締り弱 い
第4層褐色 (10YR4/4) 土層粘性有り締り有り

竃構築材粘土。
第5層褐色 (10YR4/6) 土屋粘性有り締り有 り

竃構築材粘土。
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2m 1: 60 。
土層粘性無し締り有U
事量目径5~30mm程度の離を宮む。
土層粘性無し輔り有り
径5-15剛程度目離を宮む。

SH21 
第1層靖褐色 (10YR3/4)

第2層黒褐色 (10YR2/3)

平断面図竃SH2l 及びSH2l平断面図第75図
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1:4 



第 2節徴高地上の遺構と漬物

3 古墳時代中期の遺構と遺物

2B区調査匿北西隅にて、古墳時代中期に比定される土坑が検出されている。当該期の遺構は、この

土坑 1基のみである。

SK27 (現地略号SFll 第77図図版3)

G-7グリッド西部に位置する。平面形は、円形を呈し、径41cm、検出面から、底面までの深さは、 19

cmで、ある。覆土上位より、拳大の肩平な亜円醸のほか、土器の検出をみている。

SK27出土の遺物(第78図 図 版29)

291は、高杯の脚部である。若干膨らむ脚柱の下位より、くの字状に弱い屈曲を見せ、裾部が広がる

器形を持つ。脚部外面は、縦位のミガキ調整、皿部内面は、放射状の丁寧なミガキ調整がなされ、脚内

面は、ナデ調整が行われている。

292は、小型壷である。口縁部は、広がるが、最大径は、胴中位に位置する。外面は、口縁から胴上

位、胴下位は、縦・斜位のハケ調整を施した後、斜位のへラナデが行われ、胴中位、底部は、横位のへ

ラケズリが行われている。指頭圧痕が横位に連続する口縁内面は、横位のハケ調整が施されている。こ

の個体は、土坑掘方内で確認されたものでなく、取り上げ後に遺構と平面的に重複していたことが判明

したもので、 291との検出比高差は、およそ 4cmで、あった。

291 
1 ，4 10cm 

第78図 SK27 出土遺物

第77図 SK27 平断面図
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第班章発見された遺構と遺物

4 弥生時代後期~古墳時代前期の遺構と遺物

3区中央部では、弥生時代後期から古墳時代前期に比定される方形周溝墓が 3基検出されている。本

事業の範囲が東西方向に限定された調査区であるほか、後世の遺構の切り合い、境乱などにより、遺構

検出面が元々の掘削面と想定される高さに比べ著しく低く設定されたため、各々の溝の規模、平断面の

形状などの情報は、十分得られていない。

1号方形周溝慕(現地略号SX1 SD2 SB3N 第79図)

E-12・13、F-12・13・14グリッドに位置する。調査区境界により、西側の状況が不明であるが、北

溝の東半、東溝、南溝の一部が残存し、推定される平面形は、隅部が連続する方形で、南北主軸の方向

は、およそN_70 -wを指す。

全体の規模は、推定15m。残存する周溝の最大幅は、北溝で3.1m、東溝で3.6mである。

主体部は、確認されなかった。
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第 2節徴高地上の遺構と遺物

北側で 3号方形周溝墓と重複し、残存する覆土の断面観察では、両者の境界を特定することが出来な

かったものの、 1号周溝墓の北東隅部を中心とした周溝内に、遺物・礁の集中が認められ、さらにその

連続した分布が北溝掘方の範囲内に平面的にまとまるように検出されたことから、埋没時期は、 3号周

溝墓より新しいと判断された。

1号方形周溝墓周溝内出土遺物(第80・84図 関版14・15)

先述のとおり、 1号方形周溝墓では、北東隅部中心として、北溝と東溝範囲内で遺物の集中的な検出

があった。しかし、現地調査の遺物取り上げの段階において、周溝の存在を特定し得なかったこともあ

り、遺物包含土層の綿密な観察、検討がされていないため、検出標高地が近しい以外にこれら遺物の一

括性について、言及できる材料を持っていなし1。よって、出土地点が記録されている遺物について、周

溝内を 6箇所の小範囲に分けて報告する。

下 12グリッド杭から
i西へ 4m
1南へ 6m

3号方形周溝慕

。 1 ，40 1m 

第80図 1号方形周溝墓北溝遺物検出状況

1号方形周溝墓北溝西部出土の遺物(第81図 図版30)

I F13グリッド杭から
Ij扇へ 9m

293は、折り返し口縁壷の口縁~頚部である。口縁内面縁部には、櫛描きによる波状文が巡り、折り

返し縁部の下位に連続したキザミが施されている。

294は、広口壷である。全体的に内外面ともに横位のミガキ調整が行われ、赤彩されている。頚部に

は、ほぼ一定の間隔で、狭・長の施文を交互に10回繰り返した櫛描の条線文が巡る。その製作の特長か

ら、中部高地に分布する箱清水式土器に比定される。

295は、高杯の脚部である。外面は、縦位のハケ調整の後、一部ナデを行ってこれを消す部分が認め

られる。内面は、上位部に横位のハケ、指頭圧痕が残り、中下位部横位のナデ調整が行われている。脚
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第E章発見された遺構と遺物

h 
。 1 ，4 100m 

293 

第81図 1号方形周溝墓北溝西部出土遺物

の上位の周囲4箇所に設定された円孔は、器面調整後に開けられたものである。

1号方形周溝墓北溝中部出土の遺物(第82図 図版30)

296は、複合口縁壷の口縁~頚中位である。口唇部は、内側に折れる。口縁外面は、やや凹んだ中段

部に前段階の調整の痕である斜位のハケメを残しつつ、その上下に、横位のナデ調整が行った後、ほぼ

等間隔に 6単位、断面三角形の突帯を垂下させ、両脇に浅い沈線をヲ|き、これを強調させている。頚外

面は、縦位のハケ調整が行われ、口縁との接合部に横位のナデ調整を施す。口縁内面は、横位のハケの

後、ナデ調整、頚内面は、横位のハケ調整である。

297・298は、壷の頚下位~胴上位である。 297の頚下位外面は、縦位のミガキ調整、 298の頚下位外面

は、縦位のハケ調整である。ともに胴上位外面にハケ工具尖端を斜位に傾けて連続して押し付け、その

下位に工具先の傾きを変えた連続刺突を施し、疑似(羽状)縄文帯を作り出した文様帯を設定している。

297は、器面に薄い粘土板を一周貼付け、上方が突出した文様帯の下地が作られている。 297の内面は、

ナデ調整である。 298は、頚下位内面が横位のハケ調整、胴上位内面は、横位のナデ調整である。

、γw降少ア

ミ 丸

301 

仁J し 302 

。 I ，4 200m 

第82図 1号方形周溝慕北溝中部出土遺物
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第 2節微高地上の遺構と遺物

299・300は、壷の胴下位~底部である。ともに底部外面に木葉痕が残る。 299の胴下位外面は、横位

のナデ調整でそれが及ばなかった最下位部に縦位のハケ調整痕が残り、内面は、横位の比較的組目のハ

ケ調整が行われる。 300の胴下位外面は、横位のミガキ調整が行われ、内面は、横位のナデ・細目のハ

ケ調整が行われる。

301は、台付警の若干膨らむ台部である。外面は、縦・斜位のハケ調整の後、ミガキ調整が行われ、

内面は、横位のハケ調整の後、粗いへラナデが施される。

302は、注目状の突出部を持ったラグビーボール形を呈する袋状土製品である。内側から親指で裏支

えし、外面をへラケズリで整形している。

1号方形周溝墓北溝東部出土の遺物(第83図 図版30)

ð~ o 10 4 5cm 
匝画面面直面画面冨

第83図 1号方形周溝墓北溝東部出土遺物

303は、複合口縁壷の口縁~頚上位である。口唇

部は、平坦で、内側に若干突出する。口縁外面は、

横位のナデ調整が施された後、沈線文が垂下する。

頚上位外面には、縦位のハケ調整が行われている。

内面は、横位のナデ調整がなされている。

1号方形周溝墓北東隅部出土の遺物(第85図 図版31)

304・305は、複合口縁壷の口綾~頚部である。各々の口縁外面には、数条の沈線文の垂下が 4単位施

され、 304は、 4本1単位、 305は、 3本 1単位である。 304の胴上位には、上端に結節部を作った原体LR

の縄文が一周施されている。

施文筒所以外の器面調整は、 304の口縁外面は、横位のナデ調整。頚部は、ナデ調整が行われるが、

張り出している口縁下位の死角となって、頚上位部に前段階に施されていた縦位のハケメが残る。内面

は、横位のハケ調整の後、ナデ調整が行われている。 305の口縁外面は、外反器形により括れた中段部

に縦位のハケ調整を残しつつ、その上下に、横位のナデ調整が行われる。頭部は、縦位のへラミガキが

行われるが、 304と同様、張り出している口縁下位の死角となって、頭上位部に前段階に施されていた

縦位のハケメが残る。口縁内面は、横位のナデ、頭部は、横位のハケ調整が施されている。

306・307は、折り返し口縁壷の口縁~胴上位である。両者とも、外反する口縁内面部と頚下位~胴上

位の 2箇所に文様帯が設定されている。

306の口縁文様帯は、外側の端に結節部を作った原体RLの縄文が一周し、この内側にほぼ等間隔で 6

単位分、円形の粘土粒を貼付けられたものであり、頚部文様帯は、上段に上端に結節部を作った原体R

Lの縄文、下段に下端に結節部を作った原体LRの縄文を一周させて羽状縄文を作った後、その中央に

円形の粘土粒を 6単位分、器を上から見たとき口縁の粘土粒の中間位置に貼付けたものである。 307の

口綾文様帯は、原体LRの縄文が一周し、この内側にほぼ等間隔で竹管状工具による円形刺突文が連続

して施されている。頚部文様帯は、上段に上端に結節部を作った原体LRの縄文、中段に結節部を持た

ない原体RLの縄文、下段に下端に結節部を作った原体LRの縄文を一周させ、各々の縄文の境界部にほ

ぼ等間隔で口縁と同様の円形刺突文を連続して施す。

306の文様帯外の器面調整は、頚上位外面では、縦位のハケ調整の後、ナデ調整が行われ、胴上位は、

ミガキ調整。頭部内面は、横位のハケ調整の後、頭上位は、ナデ調整を行いハケメを消す。胴上位内面

は、ナデ調整である。 307の文様帯外の器面調整は、頚上位外面では、縦位のハケ調整の後、ミガキ調

整が行われ、胴上位は、ミガキ調整。頚部内面は、横位のハケ調整の後、ミガキ調整を行う。胴上位内

面は、横位のハケ調整である。
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第田章発見された遺構と遺物

312・313は、小型壷または、聞の胴下位~底部である。 312の作りは、薄く、丸底を呈し、内外面と

もに、ミガキ調整が施される。内面に一部、前段階の調整痕であるハケメが残る。 313は、厚手の丸底

で、中央部にわずかな円形の凹みが削り出されているO 外面は、ミガキ調整、内面は、ナデ調整である。

314は、聾の口縁~桐中位である。日縁上位は、内外面ともに横位のナデ、外面口縁下位~胴上位は、

斜位のハケ、胴中位は、横位のハケ調整、内面口縁下位~頚部は、横位のハケ、胴部は、ナデ調整であ

る。 315・316は、台付警の胴下位~高台部である。 315の外面調整は、胴下位は、縦位のハケの後、一

部にナデが確認される。高台部は、全体的にナデ調整で、一部、前段階の調整痕であるハケメが残る。

内面は、胴下位・高台ともに横位のハケ調整である。 316の高台部は、外面は、縦位のハケ調整、内面

は、横位のハケ調整である。

317 "'319は、高杯の坪部である。 317は、坪部の脚部に接合する手前位置に屈折部を持つ器形で、杯

口縁部外面は、横位のナデ調整、杯体部外面は、縦位のハケ調整の後、ミガキ調整が施され、脚接合手

前部は、横位のナデ調整が行われる。杯部内面は、斜位のハケ調整の後、縦位にへラナデが行われる。

318の部部の口唇は、若干外反し、郎体下位に弱い屈折がある。杯部口縁外面は、横位のナデ調整、体

部外面は、ナデ調整の後、縦位のへラミガキ、体下位では、斜位のへラケズリが行われている。杯部口

縁~体中位内面は、縦位のへラミガキ、体下位は、横位のへラミガキが施されている。 319は、外反す

る複合口縁状の器形で、外面は、横位のナデ調整、内面は、ミガキ調整が施される。

320は、器中央に上から下へ円孔が貫通する器台の皿口縁~脚上位である。脚の上位の周囲 3箇所に

円孔が聞けられている。血部及び脚外面は、ミガキ調整、臨内面は、横位のハケ調整が施されている。

321は、甑の胴下位~底部である。底面の中央よりやや外れた位置に径 1cm内外の円孔を内より外側

へ開ける。穿孔時、底面にはみ出た粘土の処理は、行われていない。胴下位外面の調整は、斜・横位の

ハケ調整のほか、ナデ調整を行う。底部外面は、ナデ調整。内面は、横・斜位のハケ調整が行われる。

322は、警を模したミニチュア土器の口縁~底部である。頚部に断面形蒲鉾形の突帯を一周させる。

外面は、一部に斜位のハケメが確認されるが、全体的にナデ調整。口縁~胴上位内面に横位のハケ調整、

胴中位以下内面に横位のナデ調整が施される。

1号方形周溝墓東溝北部出土の遺物(第86・87図 図版32・33)

323・324は、胴下位に最大径が設定される無花果形を呈する壷である。 323は、口縁~胴下位が残存

する。若干外反する単純口縁を持つ。外面の器面調整は、口縁に横位のナデ、頚~胴中位に縦位のミガ

キ、胴下位に横位のミガキが施される。内面の器面調整は、口縁~頚部に横位のミガキ、胴部内面に横

位のハケ調整が行われている。 324は、胴中位~底部が残存する。外面は、横位のミガキ、内面は、横

位のハケ調整が行われている。

325"'327は、折り返し口禄壷である。 325は、胴中位に最大径が設定される球胴形で、口縁~底部が

残存するO 外国の器面調整は、口縁は、横位のナデ、口縁と頚上位の段違い部分は、整形時の指頭庄痕

の並びが残されている。頚中位以下は、縦位のミガキ調整で、極一部に前段階の調整の縦・斜位のハケ

メが残る。内面の器面調整は、口縁に横位のミガキ、頚上中位では、横位のハケ調整の後、ナデ調整を

行い、頚下位以下は、横位のハケ調整が施され、中位に指頭圧痕が残る。 326は、口縁~胴上位が残存

する。頚・胴部の器壁厚は、 325とほぼ同じであるが、口縁の折り返し部を薄く仕上げている。外面の

器面調整は、口縁は、横位、頚部は、縦位、胴上位は、斜位のミガキ調整が行われ、頚上位部で張り出

している口縁下位の死角となっている箇所に前段階に施されていた縦位のハケメが残る。外面の器面調

整は、口縁~頚上位は、横位のハケ調整の後、ミガキ、頭中位以下は、ミガキ調整がなされている。 327

は、口縁~頚部が残存する。折り返された口縁外面は、丸みを帯びている。外面の器面調整は、口縁は、
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第 2節微高地上の遺構と造物

326 

/ 331 

329 凶器Pレペ担328 

¥ P勺
333 

336 リ ι/7
334 

¥止ダ
339 

337 

340 341 

342 

。 1 ，4 200m 

343 

第86図 1号方形周溝墓東溝北部出土遺物 1

70 



第E章発見された遺構と遺物

官官

349 

350 

。 1，4 100m 

第87図 1号方形周溝墓東溝北部出土遺物 2

横位のナデ、頚部は、縦位のミガキ調整が施され、内面は、横位のミガキ調整が行われる。

328~330もまた、球胴形の壷である。

328は、口縁下位~胴中位が残存し、口縁内面部と胴上位外面部に文様帯が設定されている。口縁部

文様帯は、原体LRの縄文が一周し、この内(下)側に円形の粘土粒が貼付けられたものであり、胴上

位部文様帯は、上段に下端に結節部を作った原体LRの縄文、下段に同じく下端に結節部を作った原体

RLの縄文を一周させて羽状縄文を作った後、その中央に円形の粘土粒を推定 7単位分貼付けたもので

ある。

328の施文箇所以外の器面調整は、外面では、頚部に縦位のハケ調整を施した後、中下位にナデ調整

する。 328は、折り返し口縁を持っていたと推定され、その張り出しにより死角となった頚上位にナデ

調整が及ばず、ハケメが残ったと考えられる。胴中位は、ミガキ調整がなされている。頚部以下の内面

は、ナデ調整である。

329は、頭~胴中位が残存する。外面の器面調整は、頚上位に縦位のハケ、嗣部に斜位のハケ調整を

行った後、頚中下位に横位のナデ、胴部にミガキ調整が行われる。内面の器面調整は、頭部は、横位の

ナデ調整で、頚中下位に前段階の調整の横位のハケメが残る。胴部は、横位のハケ調整である。

330は、頚下位~底部が残存する広口壷または、歪である。外面の器面調整は、頚下位に横位のナデ、

胴中位以下に斜・横・縦・横・縦と 5段に渡りハケ調整が施される。胴上位は、胴中位以下にみられる

ハケ調整の後に斜位のへラナデ調整を行っている。底面は、へラケズりされるが、その整形作業は、表

面的で、凹凸が残る。内面は、横位のハケ調整がなされている。

331は、直口壷の口縁~胴上位である。外面の器面調整は、口唇部で横位のナデ、頚部は、縦位のハ

ケ調整の後、縦位のミガキ、胴上位は、斜位のハケ調整の後、斜位のミガキがなされている。内面は、

頚部は、横位のハケ調整、嗣上位は、輪積痕とそれを押さえる指頭圧痕が残る。

332~334は、壷の嗣下位~底部である。底面中央を円形に四ませ、低い幅広の高台状を呈す。 332の

胴下位外面は、斜位のハケ調整、内面に指頭圧痕が残る。 333の胴下位外面は、ナデ、内面は、横位の

ハケ調整がされ、指頭圧痕が残る。 334の胴下位外面は、縦位のミガキ、内面は、ナデ調整である。

335は、小型壷または、増の底部である。厚手の丸底で、中央部にわずかな円形の凹みが削り出され

ている。外面は、風化のため器面調整の内容は、不明。内面は、へラナデ調整である。

336・337は、口唇部に連続したキザミを施した聾の口縁~胴中位である。ともに外面は、斜位のハケ

調整、内面は、ロ縁~頚部で横位のハケ調整、胴部は、横位のナデ調整が行われている。

338・339は、台付聾の胴下位~高台部である。 337の外面は、縦位のハケ調整が行われ、その後、胴下

71 
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位~高台上位に横位のナデ調整を施している。聾底内面は、ナデ調整、高台内面は、横位のハケ調整が

なされている。 339の外面、嚢底内面は、縦位のへラミガキ調整、高台内面は、工具及び指による縦位

のナデ調整がなされている。

340"-'343は、器壁の薄い台付聾、いわゆるS字口縁歪であり、胎土に雲母、石英、白色粒子を含む。

340"-'342は、口縁~服部上位が残存し、口縁内外面の横位のナデ調整、胴上位外面の縦位のハケ調整は、

共通する。 340の胴上位外面では、さらに横位のハケが重ねられ、同内面では、指頭圧痕が隙間無く残

る。 341・342の口縁器壁は、 340に比して肥厚しており、胴上位内面も指頭圧痕を340ほど残さず、ナデ

調整がされている。 343の胴下位外面は、縦位のハケ調整が行われ、高台外面は、上位に前段階の調整

の斜位のハケメを残しつつ、ナデ調整が行われる。聾底内面は、ナデ調整、高台内面は、横位のナデ調

整がなされ、台端部は、外から内に粘土が折り返される。

344"-'348は、高杯・器台である。 344は、大きい杯部を持った短脚の高部の杯部口縁~脚部で、外面

の器面調整は、杯口禄で、横位のナデ、杯体部で斜位のハケ調整の後、縦位のへラミガキ、脚部もまた、

縦位のへラミガキが施される。内面は、杯部は、ミガキ、脚部は、横位のナデ調整が行われている。 345

は、脚の上位の周囲 3箇所に円孔が聞けられている高杯の杯体部下位~脚部で、外面の器面調整は、縦

位のへラミガキが施され、内面は、杯体部下位でミガキ、脚上中位で横位のハケ、脚下位で横位のナデ

調整が行われている。 346は、器中央に円孔が貫通し、脚の上位の周囲4箇所に円孔が開けられている高

杯の杯体部下位~脚上位で、部体部下位は、内外面ともに横位のミガキ、脚上位外面は、縦位のミガキ、

同内面では、ナデ調整が施されている。 347は、脚の上位の周囲 3箇所に円孔が開けられている器台の

口縁~脚部で、外面の器面調整は、皿部で横位のナデ、脚部は、縦位のハケ調整の後、同方向のミガキ

が施される。皿部内面は、ミガキ、脚内面は、横位のハケ調整が行われている。 348は、裾が広がり、

その上位の周囲 3箇所に円孔が聞けられている高杯または、器台の脚部で、外面は、ミガキ、内面は、

横位のナデ調整がされている。

349"-'352は、小型鉢である。 349は、膨らんだ体部を持ち、底部が若干上げ底状に作られる鉢の口縁

~底部で、口縁部は、内外面ともに横位のナデ調整。体外面は、縦位のハケ調整の後、一部ナデ調整が

加えられ、体内面は、横位のハケ調整が施される。 350は、口縁部が外側へ広がり、体部が膨らむ平底

の鉢の口縁~底部で、外面の器面調整は、口縁上位に横位のナデ、口縁下位~底部に至るまで、多方向

のハケ調整が施され、内面は、口縁部に横位のハケ、体部以下は、ナデ調整が行われる。 351・352は、

口縁部が若干膨らむ筒形を呈し、体部が膨らむ鉢の口縁~胴中位で、 351の口縁上位は、内外面ともに

横位のナデ調整で、口縁下位~頚部外面は、縦位のハケ、体部は、ナデ調整で、口縁下位内面は、横位

のハケ、体部以下は、斜位のハケ調整が施されている。 352の内面及び口縁外面は、横位のナデ調整で、

頭部以下外面は、縦位のハケ調整が施されている。

1号方形周溝墓東溝中部出土の遺物(第88函 図版33)

353は、胴下位に最大径を持つ複合口縁壷の口縁~胴下位である。胴上位周囲に粘土板を貼付け、上

方が器面から突出する文様帯の下地を作る。ここに設定された文様帯の内容は、斜めに傾けたノ¥ケ工具

尖端を連続して押し付け一周させ、その下位で工具先の傾きを変え、再び連続押し付け作業を 2回行い、

合計 3段の疑似(羽状)縄文帯を作り出し、中段部に長円形の粘土粒をほぼ等間隔に貼付けていったも

のである。

文様帯以外の外面の器面調整は、口縁部は、横位のナデ調整がなされ、頚部は、縦位のミガキ調整が

行われるが、張り出している口縁下位の死角となって、頭上位部に前設階に施されていた縦位のハケメ

が残る。胴部は、横位のハケの後、横位のミガキ調整が施されている。内面の器面調整は、口縁~頚部
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第即章発見された遺構と遺物

は、横位のミガキ調整、胴部は、横位のハケ調整で

ある。

354もまた、胴下位に最大径を持つ壷の胴中位~

底部である。腕外面の器面調整は、横位のミガキ、

張り出した胴下位と底部聞が外反器形となるため、

工具の届かない死角部となった胴最下位に前段階の

調整の痕である縦位のハケメが残る。底部外面は、

ナデ調整。胴~嵐部内面は、横位のナデ調整が施さ

れる。

354 

353 

1 ，4 10cm 

第88図 1号方形周溝慕東溝南部出土遺物

2号方形周溝墓(現地略号SX1 SD3 S820 第89・90図)

E-ll ~13、 D-12 ・ 13 グリッドに位置する。調査区境界、後世の遺構掘方の重複により、北側と東側

の状況が不明であるが、西壁と南壁の一部が残存し、推定される平面形は、隅部が連続する方形で、南

北主軸の方向は、およそN-100 -wを指す。

西溝の中央部と想定される箇所で、約2.5m幅の溝未掘削域(土橋部分?)が存在する。残存する周溝

の最大幅は、西溝で2.4m、南溝で3.1mである。

主体部は、確認されなかった。西溝から南溝内にかけて、遺物・礁の集中が認められる。
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0 1， 120 細 川吉へ 4m

第89図 2号方形周溝墓平面・エレベーション図f
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2号方形周溝墓西溝北部出土の遺物

(第91図図版34)

355は、折り返し口縁壷の口縁~胴上位である。

外反する口縁内面部と頚下位~胴上位の 2箇所に文

様帯が設定されている。

口縁文様帯は、外側に原体RLの縄文を一周させ、

この内側に下端に結節部を作った原体LRの縄文を

さらに一周させて羽状縄文帯を作ったものである。

頚部文様帯は、下端に結節部を作った原体LRの縄

文を一周させ、その下段に原体RLの縄文を一周さ

せて羽状縄文帯を作ったものである。

文様帯以外の外面の器面調整は、口縁部は、斜位

のハケの後、ナデ調整、頚部は、中位に縦位のミガ

キ、口縁部の張り出しにより死角となっている上位

には、前段階の調整の痕である縦位のハケメが残る。

第E章発見された遺構と遺物

1 ，4 10cm 

第91図 2号方形周溝墓西溝中部出土遺物

頚部内面は、横位のへラナデが施され、口縁部文様帯の下端の一部を消しているO 胴上位内面は、横位

のハケ調整の後、ナデ調整が施されている。

2号方形周溝墓西溝中部出土の遺物(第92図 図版34)

356は、単純口縁を持つ球胴の壷の口縁~胴上位である。口縁部は、内外面ともに横位のナデ調整が

行われ、頭部外面は、縦位のハケ、内面は、横位のハケ調整を施した後、各々、ナデ調整が行われる。

胴上位は、斜位のミガキ、内面は、横位のハケ調整である。

357は、広く外反する複合口縁壷の口縁部である。口縁上中位内面に外側の端に結節部を作った原体

LRの縄文を一周させ、その内側に竹管状工具を連続して刺突した文様帯が設定される。文様帯以外の

器面調整は、口縁外面は、中位に横位のハケ調整を施し、その上下は、横位のナデ調整。口縁下位内面

は、横位のナデ調整がなされている。

358もまた、複合口縁壷の口縁~頭上位である。残存部の内面及び、口縁上中位外面は、横位のハケ

調整の後、ミガキ調整が行われている。突出した口縁下端部には、横位のハケ調整、頭上位外面は、縦

位のハケ調整がなされている。

359は、折り返し口縁壷の口縁~胴上位である。口唇部は、横位のナデ調整、外面は、頚中位以下外

面は、縦位のミガキ調整で、口縁部の張り出しにより死角となる頚上位、頚・胴聞の括れた接続部に前

段階の調整の痕である縦・斜位のハケメが残る。内面は、横位のハケ調整の後、口縁では、横位のミガ

キ、胴上位では、ナデ調整が行われている。

360~362は、小型壷である。 360は、口縁~胴下位が残存する。外面の器面調整は、全体的に縦位の

ハケ調整の後、口縁上・下位、胴上位において顕著に横位のナデ調整が行われる。内面は、口縁は、横

位のナデ調整、胴上位は、輪積痕を残しつつ、横位のハケ調整の後、ナデ調整、胴中位は、横位のハケ

調整、胴下位は、ナデ調整がなされている。

361は、口縁~底部が残存する。口縁~頚部は、若干膨らみ、胴の最大径は、中位やや下寄りに位置

する器形である。外面及び口縁内面の器面調整の内容は、風化により、窺い知れない。胴内面は、横位

のナデ調整が行われている。

362は、口縁~胴上位が残存する。日縁~頭部は、膨らむ。頚と胴の接合箇所では、頚部を作る粘土
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第 2節徴高地上の遺構と遺物
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第92図 2号方形周溝墓西溝南部出土遺物

の下端部が内側に突出したまま残される。残存部の外面の器面調整は、縦位のミガキ、口縁~頚内面は、

横位のミガキ、胴上位内面は、横位のナデ調整がなされる。

363~365は、壷の胴下位~底部である。 363の胴下位外面は、斜位のハケ調整の後、ミガキ調整、底

部外面は、ミガキ調整、内面は、ミガキ調整が行われる。 364は、一見、胴下位~底部が一体化した丸

底形を呈しつつも、底部中央に狭い円形の平底を作っている。胴下位外面は、横位のハケ調整の後、斜

位のミガキが施される。胴下位内面は、横位の、底部内面は、求心上のハケ調整である。 365も胴下位

が膨らむ器形である。胴下位外面は、横位のハケ調整の後、縦位のミガキが施される。底部外面は、へ

ラケズリの後、ナデ調整が行われている。内面は、横位のハケ調整がなされている。
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第 2節微高地上の遺構と造物

3号方形眉溝墓(現地略号SD4 第94図)

E-ll・12、F-ll・12グリッドに位置する。後世の遺構掘方の重複により、不明部分もあるが、推定

される平田形は、隅部が連続する方形で、南北主軸の方向は、およそN-130 -wを指す。南側で 1号周

溝墓と重複し、これに切られる。

全体の規模は、南北推定10.4m、東西推定9.8m。残存する周溝の最大幅は、北溝で1.6m、東溝で2.0

m、南溝で1.4m、西溝で1.5mである。比較的、残存状況が良好な北溝の断面形は、逆台形を呈す。主

体部は、確認されなかった。

周溝内で出土した遺物は、弥生時代後期~古墳時代前期に比定される土器の壷、聾類で、いずれも細

片で国示に堪えられないものである。

調
査
区
外

国|

1号方形周溝墓

2号方形周

17.400m !!. 
A 

1， 120 4m 

第94函 3号方形周溝墓平面・エレベーション図
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第E章発売された遺構と遺物

自然流路

3区北部で自然流路が 1条検出されている。御殿川の増水時に形成された小開析の痕とみられる。

SR1 (現地略号SD1 第95図 図 版15)

E-l0グリッド北西部からF-l0グリッド南西部に位置し、古代以降と目される土坑群と重複して、こ

れらに切られる。

調査区境界により西側の状況は、不明である。全体的に北東ー南西方向に走り、南西側へ向かうに従っ

て、徐々に溝の幅と深度を増していく。底断面形は、不整形であり、一部、中桝|状の隆起部が形成され

ている。

覆土中より出土した遺物は、弥生時代後期~古墳時代前期に比定される土器の細片が主であるが、古

墳時代後期~古代の集落分布からわずかに北へ外れ、比較的標高が高いことによって、この時期の遺物

の流入を受け難い立地環境にあるため、埋没年代は、特定し得ない。

2守y

¥1> 

一一¥ー-..__/

17.400m _c_ 
c-

¥1>，、

F10グリッド杭力、ら|
17.4∞m旦一九〈ミば二亙ァ一旦

。南へ6m 一一一Lー

SRl 
第 1層黒褐色 Cl0YR2/3l 土層粘け生無し締り弱い

径5.......20mm程度の離を吉む。

第 2層黒 褐 色 Cl0YR2/3l 土層 粘性 無し 締り 弱い
事量白筏5mm.......拳大の礁を含む。

第 3層暗褐色 Cl0YR3/3l 土層粘性無し締り弱い
宰量の径5mm......小児頭大程度由礁を吉む。

1，120 4m 

第95図 SR 1 平断面・エレベーション図
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第 2節微高地上の遺構と遺物

5 遺構外出土の遺物

先述のとおり、河岸上微高地に設定された調査区 2・3区では、年代が明確な遺構群として、弥生時

代後期~古墳時代前期と古墳時代後期から奈良・平安時代の 2時期が検出されているが、包含層出土の

遺物の中には、遺構内出土遺物にみられなかった類例を補足するものや、他の時期に比定され、遺跡範

囲内における人の活動の年代的広がりを示すものが含まれている。

(1 ) 弥生時代後期~古墳時代前期の遺物

壷・聾類(第96図 図 版35)

ここでは、基本的な器形が共通または、近似する土器の特定部位で、施された器面調整や施文のヴァ

リエーションについて記述する。

380--385は、壷の複合口縁である。上下に広く設定された外綾部について、 380は、縦位のハケ調整

の後、横位のナデ調整がなされる。 381は、横位のハケ調整、 382は、斜・横位のハケ、横位のナデ調整

の後、垂下する沈線文を施す。 383は、横位のハケ調整、 384は、横位のナデ調整の後、断面三角形の突

帯を貼付け垂下させる。 383の突帯は、比較的高く、両脇は、沈線が施され、強調されている。 385は、

横位のナデ調整の後、円形の粘土粒が口縁下位の屈折部に貼付けられる。

386--404は、壷の折り返し口縁である。外縁部や口縁内面に文様帯を設定するなどの要素が個体によ

り重複する。

386--390は、その残存部に文様的な要素が少ないものである。外縁部の調整は、 386--389は、横位の

ナデ、 390は、横位のハケ調整である。口縁の外反角度、広がりは、個体差があるが、共通項として、

外面頚部にナデ、ミガキ調整によって無文帯を作り出し、張り出した口縁下端によって死角となる頚上

位に前段階の器面調整の痕である縦・斜位のハケメが残る。

391--394・397・398・402は、外縁部に連続した刺突・押圧文が施されるものである。 391・393は、

予め口唇部の外端の粘土を薄く突出させており、尖端が丸い工具を用いた刺突により押し出された粘土

の稜のつながりが波形を呈している。 392・394・397・402は、同じ個体の器面調整に使われているハケ

工具の尖端を折り返し口縁の下端部に連続して押し当てている。 398は、限定された部分に棒状工具の

外皮を押し付けている。 391・393・396は、文様としての効果の程度は、不明であるが、横位に連続す

る指頭圧痕が残されている。

ほぼ直立する外縁の面に対し、充填された文様として明らかなものは、 395の横位の原体LRの単節縄

文がある。 396・400の斜位のハケメについても、作業は、丁寧であり、単なる器面調整に止まるもので

ないと考えられる。

396--404は、外反する口縁内面に文様帯を持っている。 396・397は、口縁上位が水平面となる器形を

しており、 396の口縁内面は、横位のハケ調整が施され、口縁上位平坦面のハケメを残すようにして、

屈折部以下に横位のナデ(消し)調整が行われる。 397は、横位に原体LRの単節縄文を施す。 398は、

外側に 1段Lを軸とし、 0段rの撚糸を巻き絡ませた付加条の原体を横位に施し、内側に 6本 1組の櫛

歯状具をコンパス状に45--600 程度回転させた文様を連続させる。 399は、横位のハケ調整の後、同じ

方向に原体LRの単節縄文が施される。 399・400は、原体RLの単節縄文が横位に施され、 400は、円形

粘土粒が貼付けられる。 402・403は、外側に原体RL、内側に原体LRの単節縄文を横位に施し、羽状縄

文を作る。

403は、焼成前に小さな円孔が複数聞けられ、外縁には、長円形の粘土粒が貼付けられている。

404は、外縁、内面ともに櫛歯状工具による鋸歯状条痕文を横位に施し、外縁に連続して円形粘土粒

を貼付け、これに竹管状工具による刺突を行う。

80 



d 

第E章発見された遺構と遺物

381 

響J

7 
392 

386 

戸
棚

関戸
哩伊特縫軍 391 

留で輔

396 

ヨ輸事で

習隊矛ロ轍襲警 露盤議~<ラコ
習.......- 397 

410 

ずれ
w
m

九

400 

物》 )??L
ア一語一一六

412 

415 

o 1，4 100m 

第96図 2・3区遺構外出土遺物(土器 1) 

81 



第 2節徴高地上の遺構と遺物

405~409は、文様帯を持つ壷の頚下位~胴上位で、ある。 405の外面は、斜位のハケ調整の後、原体LR

の単節縄文を横位に施している。内面は、横位のナデ調整。 406の外面は、横位のミガキ調整の後、 5本

1組の櫛歯状工具で、横位の直線的な条痕文と波状条痕文を上下に描く。内面は、斜位のナデ調整。 407

の外面は、斜めに傾けたハケ工具尖端を連続して押し付け、その下位で工具先の傾きを変え、再び連続

押し付け作業を行って作られた疑似(羽状)縄文帯の上下に櫛歯状工具による緩やかな波状条痕文が施

される。内面は、横位のナデ調整。 408の外面は、 407と同様、ハケ工具を用いた疑似羽状縄文が施され

ているが、その上位側の下地には、薄く粘土が貼られており、文様帯(の上位部)が器面から突出する

器形を作っている。内面は、横位のナデ調整。 409の外面は、ハケ工具尖端で連続束リ突された断面蒲鉾

形の突帯が 1周貼付けられた後、その上下の器表面にミガキ調整が行われている。内面は、横位のナデ

調整である。

410は、胴中位に最大径が位置する小型壷で、ある。外面の器面調整は、口縁に横位のナデ、頚~胴上

位に縦位のハケ調整の後、縦位のミガキ、胴中位に横位のミガキ、胴下位に横位のナデ調整が施され、

底面は、へラ切りされている。内面は、口縁~頚中位に横位のハケ、頚下位にナデ調整、胴上位に斜位、

胴中位以下に横位のハケ調整が行われる。

411は、二重口縁になると推測される小型壷の頚~胴上位である。器壁は、薄手で焼き締り、比較的

硬質感がある。外面は、縦位のミガキ調整が行われる。内面側で頚と胴の接合部は、未調整であるが、

頚内面は、横・斜位のハケ調整の後、横位のナデ、胴上位内面は、横位のナデ調整がなされる。

412は、短頚の壷の口縁~胴上位である。口綾は、内外面ともに横位のナデ調整、胴上位外面は、斜

位のハケ調整の後、横位のミガキ調整がなされ、内面は、横位のナデ調整が行われ、輪積痕、指頭圧痕

が残る。

413は、器壁が比較的薄い聾の口縁~胴上位である。口縁は、内外面ともに横位のナデ調整、胴上位

内外面は、斜位のハケ調整の後、ナデ調整がなされる。

414は、 S字口縁聾の口縁~胴上位である。口縁は、内外面ともに横位のナデ調整、胴上位内面は、

風化のため、器面調整は、不明。外面は、縦・横位にハケ調整が施される。

415は、器壁の薄い小型警の口縁~眠中位である。焼成の特徴は、 S字口縁警に近しい。口縁内面の

湾曲は、受け口状に作られる。器内面及び口縁外面は、横位のナデ調整が行われ、胴上位には、指頭圧

痕が並ぶ。腕外面は、縦位のハケ調整の後、最大径部に横位のハケメを巡らせる。

高杯・器台・柑・小型の壷・聾・鉢類(第97図 図版35)

416~418は、高杯の杯部である。 416の外面の器面調整は、横位のへラケズリの後、縦位のミガキ、

杯上中位内面は、斜位、杯下位内面は、縦位にミガキ調整を行う。 417は、杯下位に屈折部を持つ。杯

上中位外面は、斜位のハケ調整の後、縦位のミガキが行われ、杯下位は、ナデ調整がなされる。内面は、

縦位のミガキ調整である。 418は、二重口縁を持つ。口縁は、内外面ともに横位のナデ調整、杯体部は、

内外面ともにミガキ調整がされ、内面の一部に前段階の調整の痕である横位のハケメが残る。

419は、円盤状の突帯の一部である。周縁部にハケ状工具尖端を連続して押し付け作出されたキザミ

が施される。

420・421は、杯底~脚下位である。 420は、器中央と脚上位の周囲 4箇所に円孔が聞けられている。

杯下位~脚下位外面は、縦・斜位のハケ調整、坪底・脚内面は、横位のハケ調整が行われる。 421は、

比較的長脚である。脚外面は、縦位のハケ調整の後、上位に縦位のミガキ調整が行われ、脚内面は、へ

ラケズリの後、横位のナデ調整がされる。

422・423は、器台の皿部、 424は、皿~脚上位である。 422は、血中位より器壁が薄くなり、緩やかな
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第 2節微高地上の遺構と遺物

431の外面の器面調整は、横位のナデ調整、口縁内面は、横位のミガキ、体部には、指頭圧痕が残る。

432・433は、丸底をした増の肩平な体部で、 432の内面及び体上中位外面は、横位のナデ調整が施さ

れ、体下位~底部外面は、へラケズリで整形されている。 433の外面は、横位のミガキ、内面は、横位

のナデ調整がされる。

434は、へラケズリされて作られた平底を持つ増の口縁下位~体部で、体上中位外面は、斜位のハケ

調整、体下位外面は、横位のへラケズリが行われ、口縁下位内面は、横位のハケ、体内面は、横位のナ

デ調整がなされる。

435~439は、小型の鉢・蚕・壷形土器である。

435は、底部に回みを削り出した小型鉢の口縁~底部で、外面の器面調整は、揺れる体上中位に前段

階の縦位のハケメを残し、口縁は、横位のナデ調整がなされ、胴下位は、横位のへラケズリにより整形

される。内面は、横位のナデ調整である。

436は、比較的肩平な小型聾の口縁~胴下位である。口縁~頚部は、内外面ともに横位のナデ調整が

なされ、胴部外面は、斜位のハケ調整の後、横位のミガキ調整が行われる。胴内面は、横位のナデ謂整

が施され、上中位に前段階の調整の痕である横位のハケメが残る。

437~439は、小型壷の胴~底部で、 437 ・ 438の底面は、中央部が削り取られ、高台状を呈す。 437は、

下へ窄まる器形の胴下位~底部で、外面は、胴最下位部を横位にへラケズリして整形した後、横位にへ

ラナデを行う。内面は、縦位のミガキ調整である。 438は、胴中位が膨らみ、底部が張り出す器形をし

ており、外面は、ミガキ調整、内面は、横位のナデ調整で、胴最下位の一部に前段階の調整の痕である

横位のハケメが残る。 439は、平底で、胴部が膨らむ器形である。外面は、横位のへラケズリとハケ調

整が施され、内面は、ナデ調整がされる。

(2) 古墳時代後期~中近世の遺物

土師器・瓦・土製品・かわらけ類(第98図 図版36・37)

440・441は、土師器の丸底の杯である。ともに体中位以下を横位のへラケズリにより整形する。口縁

内外面は、横位のナデ調整、体内面には、横位のミガキ調整がなされる。

442は、土師器の聾の胴下位~底部である。胴下位外面は、縦位のハケ調整の後、斜位に格子状のへ

ラミガキが施される。底部外面には、木葉痕が残る。胴下位内面は、横位のハケ調整、底部内面は、ナ

デ調整が行われる。

443は、小型の警の胴中位~底部である。胴部外面は、横位のナデ調整がされ、胴最下位では、横・

斜位のへラケズリによる整形が行われる。底部外面には、木葉痕が残る。胴中位内面は、横位のナデ調

整がなされるが、輪積痕が残される。胴下位~底部内面は、斜位のへラナデ調整が行われ、底部中央に

盛り上がる。

444は、土師器の塙の口縁部で断面形逆三角形を呈し、残存部の器面調整は、内外面ともに横位のナ

デ調整である。

445は、古代に比定される、三重弧文軒平瓦の一部である。凹面に布目、凸面に格子叩きが認められ

る。 1区(旧河道)で出土した瓦類に比べ、残存している割合が高く、表面には、流磨痕も観察されず、

二次焼成とみられる変色、煤の付着が観察されることから、近隣の寺院・窯(跡)より廃物が運び込ま

れ、竃の袖石などの部材として、使用されたものと考えられる。

446は、土師器の支脚型土器の上位部である。頂部の平坦面は、ナデ調整、側縁部は、縦位のへラケ

ズリの後、横位に櫛歯状工具による調整、内面は、横位のナデ調整が行われる。

447は、土師器の皿または、盤の底部である。胎土、焼成の特長が当該地域の土器のものと異なり、
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第 2節徴高地上の遺構と遺物

(畿内周辺からの)搬入品であるとみられる。内面中央側に楕円、外縁側に放射状の暗文が描かれる。

外面には、指頭圧痕が残る。

448は、径2.5cm程度の断面円形の粘土棒の側縁に穴があけられた土製品である。全面的に指頭圧痕が

残る。

449は、土師器の警の胴部破片の周囲を意図的に折り取って作成された円盤である。元の土器の外面

は、ハケ調整、内面は、ナデ調整が行われている。

450~457は、手担ねのミニチュア土器である。 450~455は、鉢、 456 ・ 457は、蓋を模している。 450

~452は、口縁~底部が残存する。

450・451は、平底で、 450の底部外面には、木葉痕が残る。 450・451ともに体部外面に指頭圧痕が残

り、 450の内面は、横位のナデ調整が行われ、 451の内面は、外面同様、指頭庄痕が残る 0

452は、比較的肩平な体部が若干膨らむ器形をしており、底部外面は、中央部が若干凹み、幅広の高

台状を呈す。体部外面は、ナデ調整、内面には、指頭圧痕が残る。

453は、若干内湾する器形で、日縁~下位が残存するO 内外面ともに指頭圧痕が残る。

454は、体中位~底部が残存する。底部外面は、平底であるが若干上げ底気味に内湾する。体部外面

は、縦位のへラケズリにより整形され、内面は、横位のナデ調整がされる。

455は、口縁~体下位が残存する。上方に開きながら膨らむ器形をしている。体部外面は、輪種痕を

残し、横・斜位のナデ調整が行われ、内面は、上位に横位のナデ調整がなされ、下位に指頭圧痕を残す。

456は、口縁下位~底部が残存する。口縁下位~胴上位外面に縦・斜位のハケ調整がされ、胴中位以

下外面に丸底を作った整形作業に伴う指頭圧痕が隙間なく残る。口縁下位内面は、横位のナデ、胴部内

面は、横位のハケ調整の後、ナデ調整が行われる。

487は、口縁下位~底部が残存する。底部外面中央部に凹みを削り出す。体部に焼成後、意図的に開

けられた不整形の穿孔が認められる。口縁下位は、内外面ともに、斜位のハケ調整の後、横位のナデ調

整がなされ、体部外面は、ヘラケズリにより整形され、内面は、横位のハケ調整の後、中位の張り出し

部にナデ調整を行っている。

458~479は、 10世紀後半~11世紀代に比定される土師器の製品である。

458~469は、底面に糸切痕が残る杯である。いずれも、口径10~12cm、器高3.5cm前後、口縁径と底

径の比は、 2対 1内外であり、口縁~体部の内外面は、韓鴇田転に伴う横位のナデ調整がされている。

470~472は、高台を持つもので、高台の高さ、容器部の深さが各々異なり、 470は、高台杯(または、

椀)、 471は、脚高高台盟、 472は、脚高高台部と器種を分けられる。器表面の調整は、先述の杯と同様、

内外面ともに横位のナデ調整である。同様の器形をした灰紬陶器の模倣と考えられるが、底部外面に回

転糸切痕は、残されていない。

473は、耳血である。底部が厚い、(元々が)径 9cm程度の血の向かい合う口縁を対にして直上に折り

曲げている。底部外面は、へラ切りされている。

474は、柱状高台である。皿体部外面に斜位のへラナデの痕が残る。口縁内外面及び皿体部内面は、

横位のナデ調整がなされる。底部外面には、回転糸切痕が残る。

475は、いわゆる清郷型聾の口縁部である。残存部の器面調整は、内外面ともに横位のナデ調整であ

る。口唇部に炭化物の付着が認められる。

476~479は、羽釜の羽部である。 476に残存する口縁部の形状は、ほぼ直立している0

480・481は、中世に比定されるかわらけの血である。

480は、体部と鹿部の聞にやや突出した屈曲部を持つ器形で、底部外面は、細かいへラケズリによっ

て丸底状に整形されている。口縁部は、内外面ともに横位のナデ調整がなされる。見込み中央に横断す
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第99図 2・3区遺構外出土遺物(土器4・金属製品・石製品)

るように指ナデ痕が着けられることから、 13世紀前半に比定される。

481の口縁~体部は、内外面ともに横位のナデ調整が行われる。底部外面には、田転糸切痕が残る。

須恵器・灰軸陶器・陶器・金属製品・石製品(第99図 図版37)

482~489は、須恵器の製品である。

482~484は、部歪である。 482は、肩平な宝珠形の摘部を持ち、天井部は、内外面ともに横位のへラ

ケズリで整形を行い、同方向のナデ調整で仕上げる。 483は、宝珠形の摘部を持つ。 484は、返り蓋の天

井下位~縁部である。 483・484ともに天井部は、内外面ともに横位のナデ調整が行われ、外面に自然軸

の付着が認められる。

484は、大型聾の胴部である。外面には、叩き痕が残り、斜位のハケ調整が施される。内面には、横

位のナデ調整がされる。

486は、無高台の部または、壷の体(胴)下位~底部である。内外面ともに横位のナデ調整が施され、

底面は、へラ切りである。二次焼成による煤の付着がある。
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第W章まとめ

第W章 ま と め

青木原遺跡は、三島市南二日町に所在する御殿川中流の蛇行帯の東岸部に立地し、東西約240m、南

北約200mの範囲に埋蔵文化財包蔵地が広がっている。過去、南北の縁辺部で三島市教育委員会が調査

主体となった、遺跡範囲確定のための試掘や宅地造成工事に伴う発掘調査が実施され、弥生時代~古代

の遺物の出土が報告されているが、いずれも旧河道部に限定された調査であった。

今回の調査対象地は、遺跡の西半において、蛇行する河道の上下流を直線的に繋ぐ流水路設定箇所で

あったため、元流路方向に対し直交する形で、河岸部を約160mに渡り横断する発掘が出来た反面、そ

の幅は、 10""20mに限定されており、同じ崖線上の遺構分布の確認範囲は、極めて狭いものとなった。

よって、遺跡全体を傭撤した遺構配置の変動については、言及出来ない。

第 1節古墳時代後期~奈良・平安時代の集落

遺構として確定された、古壌時代後期~奈良・平安時代の比定される住居跡21軒の帰属年代の内訳は、

7世紀前半 2軒、 8世紀前半以前(7世紀末""8世紀前半・ 8世紀前半としたものを含む)11軒、 8""

9世紀 1軒、 10世紀前半 2軒、 10世紀後半以降 1軒、特定不可 4軒である。包含層遺物として取り上げ

られている土器の中には、 10世紀後半""11世紀代に比定される土師器が多く含まれており、これと同じ

年代に設定される住居は、竃部分のみの検出に止まっていることから、後世の畑作に伴う削平、撹乱に

よって失われた、掘方の深度が比較的浅かった平安中期以降の遺構の存在が窺える。

遺構内外の出土遺物の中に、当該地域の 8世紀後半""9世紀代に比定される土器群を構成する駿東型

杯は、明確に認められず、これに並行する長胴窪、甲斐型杯も極めて少量である。よって、今回の調査

対象区内の土地利用状況について、奈良時代後期~平安時代前期間は、過疎的であったと言える。

微高地上に営まれていた集落の年代の下限は、当該範囲に限れば、 11世紀代と推定されるが、 13世紀

前半に比定されるかわらけの出土をみており、遺跡全体では、断続的に中世に下る可能性がある。

今回調査された古代の住居跡は、全て微高地南部の調査区 (3区)に立地していた。いずれも方形な

いし長方形の竪穴に竃が 1基壁部に設置されるものであり、竃とそれが付属した建物掘方の位置関係が

明確な住居は、 13軒あり、東壁に竃が設置された 1軒 (8H10)を除き、 12軒は、北壌に竃が設定され

ている。当該地域の他の遺跡で多く認められている事例と同様、竪穴の内外に柱穴に相当する土坑が検

出されていない。また、明確な周壁溝の掘込みも確認されなかった。

建物拡張を行ったとみられる住居が 4軒ある。内 3軒 (8H11・13・16)は、東西の掘方の幅をほぼ

そのままにして、南側 l方向を拡げ、ほかの l軒 (8H9)は、均等に周囲 4方向を拡張掘削している。

8H16を除いて、拡張部底面の高さは、新しく設定された床面に合わされており、その結果、旧住居掘

方と拡張部掘方の立面上の重なりには、テラス状の段差が発生している。

竃が設置される反対側の拡張であっても、床面の上昇が生じた場合は、竃の作り換えが必要となるこ

とから、単純な部分的改築に止まらないことが予想される。生活面(床面〉の上昇を居住者または、建

設者が志向したと仮定した上で、南方向に拡張を行っている 3軒の住居が、住居分布範囲の中で、比較

的標高が低い南側に集中していることを考えると、立地的に水害被災後の復旧や事前の浸水対策を念頭

にした工事であった可能性が指摘出来る。

年代・立地条件の差違によるものが否か不明であるが、 3区北側の住居の竃3基 (8H1・8H2・8H6)

は、その構築において、マサ材・土器片を用いた煙道部の補強を行っている。
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第 2節 弥生時代後期~古墳時代前期の方形周溝墓の遺物の埋没状況について

今回の調査で住居として最も古く位置付けられるSH15の方形をした遺構プランの一辺は、 7mを超

える比較的大きなものである。 7世紀代の駿東・伊豆北部地域において、同様の規模の大きい竪穴建物

については、函南町伊豆逓信病院遺跡13号住居や三島市安久川崎原遺跡11号住居などの事例がある。

同じ年代に比定されるもう 1軒の住居跡SH17の壁一辺の長さは、 SH15の半分以下であり、 SH15の

南側 4mに主軸方向をほぼ同じくして、見掛け上並んでいる。

青木原遺跡は、伊豆国府が置かれたとされる現三島市街中央部と田方郡街比定地に挙げられる中島B

遺跡上舞台地点の丁度中間地点に当たる。住居群の年代観は、いわゆる律令期が中心であるが、官街に

関連する遺構(大型の掘立柱建物・区画施設)は、まったく検出されておらず、遺物も墨書のある灰紬

陶器が l点、須恵器・灰粕陶器の転用硯、朱墨が付着した灰紬陶器片が数点、緑軸陶器が 1点あるほか、

帯金具の類は、出土していない。瓦は、旧河道内の漂着物と、部材として持ち込まれたとみられる単独

物のみであり、威信財的なものとして、灰紬陶器を模倣したとみられる土師器の耳皿が I点挙げられる

程度である。全体的な性格として、一般的な集落を越える要素は、見出せない。

南西の外れに位置するSH20は、規模こそ他の住居とほぼ同じであるが、棚を持つ建物構造や、竃廃

絶時の焼成室内への土師器聾片の入れ込み、仏具である須恵器瓦鉢や祭紀具としてのミニチュア土器を

出土するなどの特殊性が認められる。

瓦鉢は、僧侶が所持する仏具であり、駿東・北伊豆地域では、富士市東平遺跡(8世紀)、沼津市東

畑毛遺跡 (9世紀以降)、三島市伊豆国分寺跡代地点(10世紀中葉)函南町間宮川向遺跡(8世紀末~

9世紀前葉)、伊豆の国市花坂島橋古窯(8世紀後半-9世紀前半)、清水町外原遺跡(9世紀前半)な

どでも出土している。

手裡ねのミニチュア土器は、古代では、竃祭把などに用いられることが良く知られており、竃内での

土器検出も何等かの祭杷行為と考えられ、 1住居内で、仏教と在来信仰が同時存在していたことになる。

その習合の事実から、この住居の居住者は、集落内の宗教行為を請け負った私度僧のような人物と推定

され、他の集落生活者との生活様式の差違が住居の建物構造に反映したと考えられる。

第 2節弥生時代後期~古墳時代前期の方形周溝墓の遺物の埋没状況について

3区中央で検出された方形周溝墓の周溝に平面的に重複している遺物取り上げは、先述のとおり遺物

包含土層の綿密な観察、検討を行わないまま実施したため、同じ周溝内においても、離れている遺物同

士の一括性、前後関係の特定は、出来ていない。

土器と共に大量の拳~小児頭大の磯も出土しているが、この大きさの礁は、徴高地上で自然に採取さ

れるものでなく、 JI!岸部より選ばれ、持ち込まれたと考えられるものである。

1・2号方形周溝墓から出土した土器の多くは、古墳時代前期大廓式期に比定されるが、 1号方形周

溝墓では、北東隅部を中心とした遺物集中から若干外れて、他地域からの搬入品である弥生時代後期、

箱清水式土器に比定される広口壷 (81図294)、菊川式土器の特長を持つ複合口縁壷 (88図353)が出土

している。この 2点の年代観は、集中部の土器に対し先行し、周溝の埋没または、土器の投棄が長期に

渡っていたことを窺わせる。

現地調査及び本報告書の作成にあたっては、以下の方々に御指導・教示・助言を頂いた。ここに記し

て御礼申し上げる。(敬称略五十音順)

浅野毅芦川忠利菊田宗篠原和大溢谷昌彦山田康雄 山 本恵一 渡 井英誉
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付編 静岡県三島市青木原遺跡出土木材の樹種

小川とみ・鈴木三男(東北大学植物国)

静岡県三島市南二日町の青木原(あおきばら)遺跡、から出土した弥生時代後期~近世以降の木材95点

の樹種を調べた。青木原遺跡、は標高18mほどの扇状地~沖積平野に相当する位置にあり、御殿川の河川

改修工事に伴って発掘されたものである。木製品等は主に河道跡から出土しており、その時代は弥生時

代後期~古墳時代前期 (27点)、古代・中世(3点)、中・近世 (31)点)、近世以降 (34点)と主に 4つ

の異なる時期のものである。また、それらの材は杭 (35点)、板材・板状の材(14点)、木器類(19点、

うち漆塗 9点)、由物や曲物の部材、建築部材など多岐にわたる。これら95点から以下の24の樹種が同

定された(表 1)。これら24樹種の識別の根拠となった形質について略記し、用材等について考察を試

みた。

同定された樹種

1 カヤ Torreva nucifera (L.) Sieb. et Zucc. イチイ科

年輪界の明瞭な針葉樹材で、早材から晩材への移行は緩やかである。早材、晩材とも仮道管は整然と

並び、樹脂細胞はない。仮道管の内壁には顕著な 2"'3本ずつまとまったらせん肥厚がある。放射組織

は単列で背は低く、分野壁孔は小さなヒノキ型ないしトウヒ型で、一分野あたり 2"'4個ある。以上の

形質からイチイ科のカヤの材と同定した。イヌマキ、イヌガヤ、イチイに似るが、前二者は年輪が不明

瞭で樹脂細胞が均一に散在していること、イチイは仮道管内壁のらせん肥厚が 2"'3本ず、つまとまるこ

とはなく、常に単独であること、等により区別される。

カヤは本州から九州、|にかけての暖温帯に広く分布する針葉樹で、材質が特に優れていることから建築

材、器具材によく用いられ、特に仏像などの彫刻材によく用いられる。当遺跡、出土材は中・近世の板状

の加工木製品 1点である。

2 イヌガヤ Cephalotaxus harringtonia (Knight) K.Koch圃 イヌガヤ事ヰ

大変室が硬く粘りがある針葉樹材で、年輪は極めて不明瞭、晩材と認められる部分はほんのわずかで

ある。イヌマキ同様樹脂細胞が多く、年輪内に均一に分布している。樹脂細胞の水平壁は数珠状に肥厚

する。仮道管内壁には顕著ならせん肥厚があるが、カヤのように 2、 3本ずつまとまることはなく、ま

た、螺旋も水平に近い方向に巻く。放射組織は単列で背が低く、柔細胞のみからなり、分野壁孔は小型

のトウヒ型で、一分野あたり 1'" 2個ある。以上の形質から、イヌガヤ科のイヌガヤの材と同定した。

イヌガヤは本州から九州の暖温帯に分布する小高木で、変種のハイイヌガヤが本州から北海道の多雪

地帯に分布する。材質が硬く粘りがあるので縄文時代から古代にかけて全国的に丸木弓に多用されると

ともに杓子、匙などの木器にも用いられる。当遺跡出土材は中・近世の漆塗りの杓子で材質に見合った

利用と言える。

3 イヌマキ篇 Podocarpus sp. マキ科

材が均質で年輪界のはっきりしない針葉樹材で、早材から晩材への移行は大変緩やかで、晩材部がはっ

きりと認められなし、。樹脂細胞が多く、年輪内全体に均一に散在する。樹脂細胞にはスギ科やヒノキ科

のもののように黒褐色の樹脂様物質が蓄積されることはなく、横断面では接線方向に径が小さく、薄壁
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であることで仮道管と区別される。また樹脂細胞の水平壁はイヌガヤと違い、薄く平滑で、数珠状に肥

厚することはない。放射組織は背の低い単列で、分野壁孔は、小型のヒノキからトウヒ型、一分野あた

り1~ 2個存在する。以上の形質から、マキ科のイヌマキ肩の材と同定した。

イヌマキ属には関東地方南部の温暖地に生育するイヌマキとさらに南方に分布するナギの 2種がある

が、その分布から当遺跡出土材はイヌマキと考えられる。当遺跡、出土材は弥生時代後期~古墳時代前期

の棒状 1点と近世以降の杭2点、である。前者は丸木弓等との関係が考えられる.

4 モミ属 Abies マツ科

垂直・水平両樹脂道をともに持たない年輪が明瞭な針葉樹材。仮道管は整然と並び、早材から晩材へ

の移行は緩やかでスギに似る。放射組織は、単列で放射柔細胞のみからなる。放射柔細胞の水平壁及び

垂直壁に多くの単穿孔がみられる。分野壁孔は小型のスギ型で、一分野に 2から 4個。以上の形質から、

マツ科のモミ属の材と同定した。

モミ属には多数の種があり、材構造では互いの樹種と区別は出来ないが、本州、四国、九州の暖温帯

に広く分布するモミがもっとも普通なものである。モミ材は大材が得易く、加工も容易でスギやヒノキ

と閉じ用途の代用品に用いられることが多いようで、当遺跡出土材は古代・中世の箸 1点、と、中・近世

の板状の材 1点、でこれらもスギの代用と見られる。

5 カラマツ Larix kaempferi (Lamb.) Sarg. マツ科

仮道管と放射柔組織、放射仮道管、および水平・垂直樹脂道をとりまくエピセリウム細胞とからなる

針葉樹材。早材の終わりから晩材に垂直方向の樹脂道が散在し、放射組織には水平樹脂道がある。早材

から晩材への移行は急で、ふつうし 2細胞で移行する。早材は径の大きな薄壁の仮道管からなり、壁

の厚い晩材の仮道管とは対照的である。放射組織の上下縁辺には放射仮道管があり、孔口の大きな有縁

壁孔対が見られる。分野壁孔はヒノキ型で小さく、 l 分野に 2~4 個。これらの形質からカラマツの材

と同定した。

カラマツは本州中部の亜高山帯に分布する落由針葉樹で、木材が商品として流通するようになってか

らの利用が認められる。材は耐朽性があり、建築部材、各種器具材に用いられる。当遺跡出土材は古代・

中世の箸と中・近世の曲物側板各 1点であるが、いずれも余り適した材の選択とは言い難い。

6 トウヒ属 Picea マツ科

カラマツ同様、仮道管と放射柔組織、放射仮道管、および、水平・垂直樹脂道をとりまくエピセリウム

細胞とからなる針葉樹材。早材の終わりから晩材に垂置方向の樹脂道が散在し、放射組織には水平樹脂

道がある。早材から晩材への移行は緩やかで、晩材は量多く明瞭。早材の仮道管径は小型で、晩材とは

壁厚の変化によって区別される。放射組織の上下縁辺には放射仮道管があり、孔口の狭な有縁壁孔対が

見られ、しばしば孔口縁には突起があることからカラマツと区別される。分野壁孔はヒノキ型で小さく、

1分野に 2~ 5個ある。これらの形質からトウヒ属の材と同定した。

本州中部にトウヒ属の樹木はトウヒ、パラモミ、ハリモミなど、幾つかの種があるが、量的にやや多い

のはトウヒである。これらは冷温帯から亜高山帯にかけて生育することから、カラマツ同様、木材が商

品として流通するようになってから利用されだしたと考えられる。本遺跡出土材は中・近世の円盤 2点

で、曲物や桶などの底蓋板と思われる。そうだとすると質の良いものとは言えない。

7 アカマツ Pinus densiflora Sieb. et Zucc. マツ科
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が数珠状に肥厚する事で区別される。

11 クマシデ属クマシデ節 Carpinus sect. Distegocarpus カバノキ科

小型(直径約30~60μm) で丸い管孔が単独あるいは数個放射方向に複合し、放射方向に波打って散

在する散孔材で、管孔の直径は年輪の後半で徐々に減少する。木部柔組織は接線状。道管の穿孔は数本

の横棒からなる階段状と単一の両方がある。道管相互の壁孔はやや大きく(直径約 6μm)、交互状で

密に配列する。放射組織は同性にちかい異性で、 2~3 細胞幅である。これらの形質からクマシデ属ク

マシデ節の材と同定した。

クマシデ節にはクマシデとサワシパがあり、温帯の落葉樹林に広く見られる。いずれの材も硬く粘り

があり、柄物、各種器具材に利用される。本遺跡出土材は近世以降の杭材 1点であるO

12 クマシデ属イヌシデ節 Carpinus sect. Eucarpinus カバノキ科

小型(直径約30~60μm) でまるい管孔が、単独あるいは放射方向に数個複合し、それが集まって放

射方向の帯をなして配列する放射孔材。道管の穿孔は単一で、道管相互の壁孔は交互状で密に分布する。

木部柔組織は接線状一短接線状で、晩材部でよく目立つ。放射組織は向性で、 1~ 3細胞幅のものと、

大型の集合状のものとからなるO これらの形質からカバノキ科クマシデ属のイヌシデ節の材と同定した。

イヌシデ属にはイヌシデ、アカシデなどがあり、何れも暖帯?温帯に広く分布する落葉広葉樹で、特

に二次林に多い。いずれの材もやや硬く轍密で弾力があり、柄物などに用いられる。本遺跡出土材は近

世以降の杭3点で、手近にある木を利用した結果と考えられる。

13 クリCastaneacrenata Sieb. et Zucc. ブナ科

年輪の始めには大型(直径約200~350μm) のやや放射方向にのびた丸い管孔が単独で 1~3 層に配

列し、晩材部にかけて管孔は小型(直径約20~50μm) で薄壁となり、徐々に径を減じ、火炎状に配列

する環孔材である。道管の穿孔は単一で、道管内部にはチローシスが著しい。木部柔組織は接線状~短

接線状に配列する。放射組織は単列同性で、道管との壁孔は対列状、あるいは柵状となる。これらの形

質からブナ科のクリの材と同定した。

クリは北海道南部から九州、|まで分布する落葉高木で、二次林に最も普遍的な種の一つである。材はや

や硬く。割裂容易で、保存性にすぐれ、特に水湿に強い。大材が得られることもあって建築材、器具材、

土木用材など実にさまざまな用途がある。当遺跡出土材は近世以降の杭 2点である。

14 スダジイCastanopsissieboldii (Makino) Hatusima ブナ科

年輪の初めに中程度の丸い道管が間隔を置いて主に 1層に配列し、そこから順次径を減じて晩材部で

は薄壁多角形の小道管が多数集まって火炎状となる環孔材で、時にクリによく似る。導管の穿孔は単一、

放射組織は単列向性である。これらの形質からスダジイの材と同定した。

スダジイは東北地方南部以南の主に沿岸地の照葉樹林を構成する主要樹種で、変種のイタジイ(コジ

イ)は材に集合放射組織が出ることでスダジイと区別される。材質はクリとは比べものにならないくら

い劣り、当遺跡出土材も近世以降の杭 1点のみである。

15 ブナ属 Fagus Fagaceae 

小型でやや角張った道管が，単独あるいは 2個複合し、均一に散在する散孔材で、道管径は年輪の終

わりに向かつてかなり小さくなる。道管の穿孔は単一あるいは横棒が十数本からなる階段状である。放
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射組織は平伏細胞と上下端のみ直立細胞の異性で、 1-14細胞幅からなり、大きな放射組織が白立つ。

道管と放射組織聞の壁孔は大型のレンズ状である。これらの形賢からブナ科ブナ属の材と同定した。

ブナ属には温帯に広く分布するブナと、主に太平洋側の温帯に分布するイヌブナがあるが、イヌブナ

の資源震は少ないこともあって、木材としての利用はほとんどがブナと考えられている。ブナ材は硬く

撤密で割裂性はよいが保存性に劣る、当遺跡出土材は中・近世の漆片1点で、これは樹種がブナ(属)

であることから挽物椀の破片であるとかんがえることが出来る。

16 アカガシ亜属 Quercus subgen. Cγclobalanopsis ブナ科

中型で丸い厚壁の道管がゆるくまとまりながら放射方向に年輪を越えて配列する放射孔材である。道

管の穿孔は単一、道管内壁にらせん肥厚はない。木部柔組織は接線状で比較的目立つ。放射組織は単列

のものと複合放射組織があり、柾目面では特有の紋様をなす。これらの形質からブナ科のコナラ属のう

ち、常緑のカシ類であるアカガシ亜属の材と同定した。

アカガシ亜属(カシ類)はブナ科コナラ属のうち、常緑の樹種からなる亜属で、全国の暖温帯以南に

広く分布し、照葉樹林を構成している。多数の種があり、材構造での種の識別は出来ていない。関東南

部以南の弥生時代~古墳時代の木製農具はほとんどのこの材で出来ており、当遺跡出土材は弥生時代後

期~古墳時代前期の鍬未製品と板状及び板材の破片の合計 3点で、これらも全国的な傾向と一致すると

言える。

17 ケヤキ Zelkova serrata Thunb. ニレ科

年輪始めに大道管が l層に並ぶ環孔材で、晩材部には薄壁多角形の小道管が多数集まった塊が分布す

る。道管の穿孔は車ーで、小道管の内壁には顕著ならせん肥厚がある。放射組織は 3-6列の多列で背

は低くほぼ向性、上下の縁に大きな結晶細胞を持つ。これらの形質からニレ科のケヤキの材と同定した。

ケヤキは青森県以南の暖温帯から冷温帯にかけて広く分布する落葉広葉樹で、しばしば大木となる。

材質に優れ、大材が得られることもあって、大きな建造物の建築材に、木百が美しく加工が容易である

こともあって、各種家具内装や大型彫刻物、日、杵、太鼓、割物容器、漆器木地など、実に多様に用い

られる。特に漆器木地には縄文時代前期以降現在まで一貫して利用されてきている。当遺跡出土材は中・

近世の漆器椀と下駄の 2点である。

18 シキミ 川iciumreligiosum Sieb. et Zucc. シキミ科

薄壁多角形の微細な道管が単独で年輪内に均一に分布する散孔材で、特に年輪始めにやや大きい道管

が一列に並ぶ性質がある。道管の穿孔は横棒が多い階段状である。放射組織は 1-3細胞幅で特に 2列

のものが多く、背は低く、典型的な異性で、多列部は平伏細胞、単列部は直立細胞からなり、多列部は

単列部よりわずかに幅広いだけである。これらの形質からシキミ科のシキミの材と同定した。シキミ?

としたものは、保存が不十分でシキミとは断定できないが、恐らくシキミであろうと判断したものであ

る。

シキミは暖温帯の照葉樹林を特徴づける樹種の一つで、千葉県南部以西に分布する常緑低木~小高木

である。材は堅く徹密で粘りがあり、割れにくく、小細工もの、柄物などに使かわれる。枝葉を仏前に

供える特用があり、屋敷内や墓地等での植栽がよく見られる。当遺跡からはシキミ?を含めて近世以降

の杭20点が出土した。
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付編 'f'(ft間以三島市背木原i立湖、tl:¥土木材の樹租

3イヌマキ属(No.8688) 木口 100X 柾目 200x 
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柾目 200X 

6トウヒ属 (No.8797) 木口 100x 200X 板目 200X 
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付編 静岡県三島市青木!原泣跡出土木材の樹極

板目 200x 

9ヒノキ (No.8765) 木口 100X 柾目 200X 板目 200X 
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12イヌシデ節(No.8679) 木口 100X 柾目 200X 
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付編 静岡県三島市背木原辿跡、:1"，土木村の樹髄

柾目 200x 板目 100X 

15プナ属 (No.8683) 木口 100X 柾目 200x 板目 100X 
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18シキミ CNo.8657) 木口 100X 柾目 200X 

106 



付編 静岡県三島市青-木原迫跡出土木材の樹樋

20ムクロジ(No.8697) 木口 100x 柾目 100X 

占饗遜色ごあ

、1軍苛市吟トU"間 Ii'"

21トチノキ (No.8684) 木口 100X 柾目 100X 
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柾目 200X 板目 100X 
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写 真図



図版 1

1.1・2A区

2.1区(南側から撮影)



図版 2

1.2 A区

2.2 B・3区



図版 3

1 .SK 5 2 .SK 6 

.~.Î" ・ 、

. . ，_ 

3 .SK 8 4 .SK 9 

5.SK10 6.SK27 

2区の土坑
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図版 4



図版 5

1.SK12 2.SK13 

3.SK14 

4.SK15 

J 

5.SK16 6.SK17 

3区の土坑



図版 6
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1.SK18 

3.2号小土坑群南側建物想定

4.2号小土坑群北側建物想定

3区の土坑



図版 7

1.SH1竃横断面 2.SH1竃

3.SH1竃煙道部構築材 4 .SH 5竃

5 .SH 8 



図版 8

1 .SH 8竃

2 .SH 9新段階

3 .SH 9古段階



図版 9

1 .SH 9竃燃焼室内遺物出土状況 2 .SH 9竃袖石

3.SH11古段階

4.SH11竃古段階



図版10

1.SH10 

2.SH10竃

3.SH12竃燃焼室内遺物出土状況 4.SH12竃



図版11

3.SH16 

4.SH16竃



図版12

2.SH17竃

3.SH18 

5.SH19竃

4.SH19 



図版13

1.SH20 

3.SH20 

4.SH21内出土力子

5.SH21 



図版14

1 .3区方形周溝墓

2.1・2号方形周溝墓遺物出土状況

3.1号方形周溝墓北東隅部遺物出土状況



図版15

1.1号方形周溝墓北東隅部遺物出土状況

2 .SR 1 

3 .SR 1 
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図版16

48 

50 

54 

52 

1区旧河道の遺物(土器 1) 

49 

53 

31 

42 

院解:三宅

配-

51 

55 



図版17

56 

60 63 62 

64 68 65 

70 71 

73 74 69 

1区旧河道の遺物(土器 2) 



図版18

78 83 

79 

84 

87 92 

95 
93 94 

86 

96 97 98 99 

1区旧河道の遺物(土器 3)
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内面

104内面

100外面 100内面 103内面

113 

117 116 
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図版19

102外面

105外面

106 

103外面

110 
al--

a
E

，
 

aE

・・

113 

120 

1区旧河道の遺物(土器4・瓦・土製品・金属製品・石製品・骨角製品〉



図版20

1.1号杭列構成杭① 2.1号杭列構成杭②

3.2号杭列構成杭 4.3号杭列構成杭

薗扇面I!!i!壇画室置謡芸昌ーー一ーーーーE盛田園

122 

121 

125 

5.1区旧河道の遺物 (木製品1)



図版21

134 

137 139 

138 

1区旧河道の遺物(木製品2)/ 



図版22

147 

142 143 144 

146 150 

165 

164 

180 

179 

1区旧河道の遺物(木製品2)



図版23

160 

153 

152 

161 162 

155 

151 

156 

157 

166 
167 169 

1区旧河道の遺物(木製品4)



図版24

1.SHl出土遺物 2.SH2出土遺物

3.SH3出土遺物 4.SH4出土遺物

5.SH6出土遺物① 6. SH6出土遺物②



図版25

1.SH7出土遺物 2.SH8出土遺物

3.SH9出土遺物① 4.SH9出土遺物②

5.SH10出土遺物① 6. SH10出土遺物②



図版26

1.SH11出土遺物①

2.SH11出土遺物②

3 SH11出土遺物③

5.SH12出土遺物②

4.SH12出土遺物①

6.SH12出土遺物③ 7.SH12出土遺物④



図版27

1.SH13出土遺物①

2.SH15出土遺物



図版28

1.SH13出土遺物② 2.SH18出土遺物

3.SH16出土遺物① 4.SH16出土遺物②

5.SH17出土遺物



図版29

1.SH19出土遺物 2.SH21出土遺物

3.SH20出土遺物① 4.SH20出土遺物②

5.SK27出土遺物



図版30

2.1号方形周溝墓北溝東部出土遺物

1.1号方形周溝墓北溝西部出土遺物

3.1号方形周溝墓北溝中部出土遺物



図版31

1.1号方形周溝墓北東隅部出土遺物①

2.1号方形周溝墓北東隅部出土遺物②



図版32

1.1号方形周溝墓東溝北部出土遺物①

2.1号方形周溝墓東溝北部出土遺物②



図版33

1.1号方形周溝墓東溝北部出土遺物③

2.1号方形周溝墓東溝中部出土遺物



図版34

1 .2号方形周溝墓西溝北部出土遺物 2.2号方形周溝墓西溝中部出土遺物①

3.2号方形周溝墓西溝中部出土遺物②

4.2号方形周溝墓南溝出土遺物



図版35

1 .2・3区包含層出土弥生時代後期~古墳時代前期土器(壷口縁部)

2.同(壷頚~胴上位) 3.同(小型壷・ 翌類)

4.同(高原・器台類) 5.同(柑・小型費類)



図版36

442 
苛喝事':fII""'""

440 

444 

1 .2・3区包含層出土遺物(土師器 杯・聾・禍)

445凹面

3.同(瓦)

449 

5.同(土製模造品) 6.同(土師器片周囲加工円盤)

8.同(土師器杯類)

447 

2.同(土師器皿または、盤)

446 

445凸面

4.同(支脚型土器)

7.同(土師器 ミニチュア土器)

9.同(土師器 脚高高椋類・耳皿・柱状高台)



図版37

1 . 2・3区包含層出土遺物(土師器 羽釜) 2.同(かわらけ)

498内面 498外面

3.同(須恵器) 4.同(緑紬陶器)

500 

5.同(灰紬陶器〉 6.同(陶器片周囲加工円盤)

505 

501 

502 

7.同(金属製品 刀子・銭貨) 8.同(石製品磨・鼓打石)
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ふりがな あおきばらいせき

書名 青木原遺跡

副書名 平成ト 10年度一級河川人にやさしい地域づくり河川整備事業

平成16・17・18年度一級河川御殿川河川改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻次

シリーズ名 静岡県埋蔵文化財調査研究所調査研究報告

シリーズ番号 第172集

編著者名 岩名建太郎小川とみ鈴木三男

編集機関 財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

所在地 干422-8002 静岡県静岡市駿河区谷田23-20 TEL054-262-4261 

発行年月日 2007年3月20日

ふりがな ふりがな コード 北緯 東経
調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 (国土座標vm系)

あおきばら しずおかけんみしまし品、つかまち 35度 138度 19991002--20000126 2642m 御殿川

青木原 静岡県三島市二田町 22206 368 6分 55分 20050906--20060630 河川改修

23秒 25秒 工事

所収遺跡名 種別 主な年代 主な遺構 主な遺物 特記事項

墓 弥生時代後期日 方形周溝墓3基 土器

あおきばらいせき 古墳時代前期

青木原遺跡

古墳時代中期 土坑1碁 土師器

集落 古墳時代後期日 住居跡13軒 須恵器

奈良時代 土自市器

集落 平安時代 住居跡3軒 灰紬陶器 ほか年代が不特定

土師器 の住居4軒検出

古代以降 小土坑群2

散布地 弥生時代後期日 旧河道 土器

古墳時代前期 木製品

骨角器(鹿角加工品)

石器(敵打石)

古墳時代後期日 須恵器

平安時代 土銅器

瓦

灰紬陶器

緑紬陶器

鉄製品(力子)

中世 淘磁器

かわらけ

瓦器

銭貨

近世以降 杭列3 土製品

銭貨
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